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今月の表紙
 今年の干支、うさぎと今回広報発行 800 回
ということで、過去 100 回の広報の表紙で

「800」の文字を作っています。

新年のあいさつ



九
重
町
農
業
委
員
会

会
長
　
手
島 

政
弘

前
九
重
町
教
育
長
　

濱
田
　
淳

謹
賀
新
年

退
任
の

　
ご
あ
い
さ
つ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
農
業
委
員
会
の
活
動
に
対
し
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
委
員
会
は
、
令
和
４
年
４
月
の
委
員
改
選
に
よ
り
新
た
な
体
制
で

ス
タ
ー
ト
し
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積・集
約
化
、
遊
休
農
地
発
生
防
止・

解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
改
正
に

よ
り
「
地
域
計
画
」
と
し
て
法
定
化
さ
れ
ま
し
た
。「
地
域
計
画
」
は
、

市
町
村
が
人
口
減
少
、
農
業
就
業
人
口
の
高
齢
化
と
減
少
に
直
面
す
る

中
で
、
こ
れ
ま
で
の
担
い
手
だ
け
で
は
な
く
農
業
を
担
う
者
を
新
た
に

法
律
に
位
置
付
け
、
農
業
に
従
事
す
る
幅
広
い
者
に
よ
る
、
農
地
ご
と

の
将
来
の
利
用
を
特
定
し
た
「
目
標
地
図
」
を
柱
と
す
る
計
画
を
定
め

た
も
の
で
す
。
農
業
委
員
会
で
は
、
10
年
後
に
地
域
が
目
指
す
将
来
図
、

目
標
地
図
の
素
案
作
り
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
耕
作
者
の

把
握
、
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
を
確
認
す
る
た
め
戸
別
訪
問
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
農
地
利
用
の
最
適
化
の
活
動
で
あ
る
、
戸

別
訪
問
・
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
実
施
し
、
遊
休
農
地
の
解
消
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
九
重
町
の
農
業
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
、
優
良
農
地
の

確
保
・
有
効
利
用
、
遊
休
農
地
対
策
に
農
業
委
員
会
一
丸
と
な
り
ま
し

て
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良
き

年
に
な
る
よ
う
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
度
、
任
期
満
了
に
よ
り
２
期
６

年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
教
育
長

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
の
え
緑
陽
中
学
校
長
を
７
年
前
に

定
年
退
職
し
、
そ
の
年
の
12
月
に
教
育
長

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
こ
ど
も

園
、
小
学
校
、
中
学
校
と
地
区
公
民
館
の

連
携
に
よ
る
「
地
域
に
開
か
れ
た
教
育
」

を
実
現
す
る
た
め
、「
こ
こ
の
え
学
園
基

本
計
画
」
の
推
進
に
取
組
み
、
一
定
の
成

果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。「
ま
ち
づ
く
り

は
人
づ
く
り
」
を
理
念
に
教
育
改
革
を
進

め
る
中
、
自
然
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
学
校
・
社
会
教
育

の
現
場
は
、
多
大
な
影
響
を
受
け
て
き
ま

し
た
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご

尽
力
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
新
た
な
日
常
を
創
出
し
て
き
て
い
ま

す
。
今
後
の
展
開
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
九
重
町
の
教
育
行
政
に
対
し
ま
し
て
、

引
き
続
き
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

し
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
町
政
推
進
に
対
し
ま
し
て
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
に
お
き
ま
し
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
猛
威
を
振
る
い
続
け
、
昨
年
末
か

ら
の
感
染
拡
大
は
第
８
波
に
ま
で
至
り
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
町
民
の
皆
様
の
生
活
を
は

じ
め
、
地
域
経
済
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
べ
く
、
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
体
制
の
迅
速
な
確
立
や
地
域
経
済
へ
の

継
続
的
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
き
ま
し
て
は
、
玖
珠
郡
医

師
会
の
皆
様
、
看
護
師
、
関
係
者
の
皆
様
、
そ

し
て
町
民
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
５
回

目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集
団
接

種
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
経
済
対
策
で
は
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
事
業
継
続
へ
の
支
援
に
も
取
り

組
み
つ
つ
、
新
入
学
準
備
支
援
金
事
業
や
九
重
ふ

る
さ
と
学
生
応
援
事
業
な
ど
に
よ
り
物
価
高
騰

等
に
よ
る
生
活
支
援
対
策
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
の
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
向

け
た
新
た
な
段
階
へ
の
移
行
」
等
の
政
策
に
よ

り
、
社
会
経
済
活
動
と
の
両
立
に
向
け
た
本
格

的
な
動
き
が
見
え
は
じ
め
、
本
町
に
お
き
ま
し

て
も
観
光
地
と
し
て
の
賑
わ
い
が
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
戻
っ
て
き
て
お
り
、
昨
年
は
厳

し
い
状
況
の
中
に
も
、
コ
ロ
ナ
過
か
ら
の
脱
却
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
社
会
に
向

け
た
新
し
い
動
き
や
将
来
へ
の
希
望
の
兆
し
を

感
じ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
令
和
５
年
を
迎
え
、
ま
ず
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
九
重
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
「
観
光
」
と
「
農
業
」
の
再
興
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
経
済
対
策

と
の
両
立
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
観

光
に
お
い
て
は
、
延
長
さ
れ
た
全
国
旅
行
支
援

策
な
ど
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
本
町
を
訪
れ

る
皆
様
に
、
九
重
の
雄
大
な
自
然
と
魅
力
を
感

じ
て
い
た
だ
き
、
本
町
の
復
旧
・
復
興
へ
と
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
担
い
手
の
育
成
確

保
、
農
業
収
益
の
向
上
な
ど
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
ま
す
。
今
後
、生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

産
地
・
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
や
農
産

品
の
高
付
加
価
値
化
に
よ
る
収
益
性
の
確
保
が

必
要
で
す
。
そ
し
て
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー

ル
に
代
表
さ
れ
る
後
継
者
、
担
い
手
の
育
成
事

業
を
活
用
し
な
が
ら
農
業
振
興
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
企
業
誘
致
に
関
し
て
も
蕾
と
な
り
、

そ
し
て
花
開
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

好
機
を
的
確
に
捉
え
、
実
り
豊
か
な
も
の
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
新
た
な
段
階
へ
の

移
行
と
は
い
え
、
私
た
ち
の
住
む
地
方
、
地
域
に

お
い
て
は
、
そ
の
経
済
的
循
環
や
効
果
を
受
け

る
ま
で
に
は
時
間
差
が
あ
り
、
や
は
り
厳
し
い

状
況
が
当
面
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
必
要
な
こ
と
に
は
こ
れ
か

ら
も
躊
躇
な
く
取
り
組
み
つ
つ
、
将
来
的
な
財

政
負
担
の
平
準
化
を
図
り
な
が
ら
、
財
政
の
健

全
化
を
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
に
も
引
き

続
き
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
災

害
か
ら
の
復
旧
は
徐
々
に
進
ん
で
い
る
と
は
い

え
、
未
だ
未
着
工
の
箇
所
も
多
く
あ
り
、
町
民
の

皆
様
も
不
安
に
感
じ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
を
目
指
す
た
め
に
も
、
着

実
か
つ
早
期
の
復
旧
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
こ
れ
に
付
随
す
る
様
々
な
課
題
、

そ
し
て
、
こ
の
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍
、
自
然
災
害

な
ど
に
よ
り
、
本
町
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
ま
た
一
歩
ず
つ

進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
ま
さ
に
、
世
の
中
の
価
値
観
や
仕
組
み
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
激
動
の
時
代
で

あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は

常
に
人
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　『
人
が
人
を
つ
く
る
』
と
い
う
こ
と
を
心
に
留

め
、「
豊
か
な
こ
こ
ろ
」
と
「
癒
し
の
自
然
」
を

未
来
へ
と
引
き
継
げ
る
よ
う
、
自
律
の
ま
ち
づ

く
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
引
き
続
き

全
力
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き
輝
か

し
い
１
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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も

園
、
小
学
校
、
中
学
校
と
地
区
公
民
館
の

連
携
に
よ
る
「
地
域
に
開
か
れ
た
教
育
」

を
実
現
す
る
た
め
、「
こ
こ
の
え
学
園
基

本
計
画
」
の
推
進
に
取
組
み
、
一
定
の
成

果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。「
ま
ち
づ
く
り

は
人
づ
く
り
」
を
理
念
に
教
育
改
革
を
進

め
る
中
、
自
然
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
学
校
・
社
会
教
育

の
現
場
は
、
多
大
な
影
響
を
受
け
て
き
ま

し
た
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご

尽
力
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
新
た
な
日
常
を
創
出
し
て
き
て
い
ま

す
。
今
後
の
展
開
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
九
重
町
の
教
育
行
政
に
対
し
ま
し
て
、

引
き
続
き
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

し
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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12
13 動物愛護の心を拡げたい！

日野町長（左端）、濱田前教育長（右端）、
手島和香さんと家族の方々（中央）

　１２月１３日、第６３回動物愛護の作文コンテスト小学
生の部にて全国二等賞となった手島和香さんが報告
に訪れました。
　手島さんは「一人でも多くの人に想いを伝えたかっ
たので、こういう機会に巡り合えてよかった」と受賞
を喜んでいました。
　また、手島さんは動物愛護の勉強会にもよく参加さ
れているそうで、「飼い主等が責任ある行動をしてほ
しい」と想いを伝えてくれました。

12
８ 全国大会での勝利を目指して

（左から）日野町長、加木みゆなさん
松村瑞羽さん、宿利美咲さん

　１２月８日、玖珠美山高等学校女子ホッケー部が第
５４回全国高等学校選抜ホッケー大会への出場報告を
行いました。
　報告の中で選手たちは「練習の成果を発揮し、まだ
成し遂げていない初戦突破を成し遂げたい」と力強い
言葉を述べられ、町長からは「一致団結してがんばっ
てほしい」と激励の言葉をかけました。

12
12 ご寄附ありがとうございます

（左から）日野町長、梶原智敏理事長、穴井貴好玖珠支店長

　日田信用金庫より、１０月２８日に開催された日田信用
金庫チャリティゴルフ大会の参加者からの募金として、
３０，０００円を寄附していただきました。
　ゴルフ大会は例年開催されていましたが、新型コロ
ナ感染症拡大のため３年ぶりの開催となりました。
　いただいた寄付は、町の福祉向上のために役立てら
れます。

12
12 地域活動にお米の寄付を

（左から）稲作研究部会	平山千年会長、
社会福祉協議会	佐藤テイ子会長、日野優一事務局長

　１２月１２日、玖珠九重稲作研究部会より九重町社
会福祉協議会へ６０キロの米の寄付がありました。
　稲作部会では、安心安全な地元のお米を地域の人
に食べてほしいとの思いから、社会福祉協議会への
お米の寄付を行っています。
　寄付したお米は、各地区のふれあい食堂や配食
サービス等の活動に役立ててほしいとのことでした。
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まちの話題

11
28 生きがい健康づくり大作戦！

もうすぐ１００歳！サミットの様子

　１１月２８日九重町保健福祉センターにて「生きがい
健康づくり大作戦」が開催されました。
　この大会は、高齢者が主体的に生きがいと健康づく
り活動に取り組む意識の啓発を目的として、今年２３回
目の大会が開かれています。
　今年は、「いきいき！地域づくりによる介護予防活動
表彰伝達式」と、「もうすぐ１００歳！サミットin ここのえ」
の二部構成で行われました。

11
27 九重 “ 夢 ” 大吊橋感謝祭

シンガーソングライター・奥井亜紀さんの
ステージで盛り上がる来場者の方々

　１１月２７日「九重 “ 夢 ” 大吊橋感謝祭～ Winter 
Comes Around ～」が開催されました。
　当日は、大吊橋のテーマソングを歌っている「ＭＯ
ＮＳＨＩＲＯＨ」 のステージやオリジナルマンホール蓋
に描かれているマンガ『魔法陣グルグル』の主題歌
を歌っている奥井亜紀さんのライブショー等があり大
いに盛り上がりを見せていました。

12
１ 男女が共に輝く地域セミナー

日々の暮らしに役立つ講演となりました

　１２月１日九重文化センターにて「男女が共に輝く
地域セミナー」 が開催されました。
　このセミナーは女性が輝ける地域を目指すために
毎年開催されています。
　今年はくらしソムリエの藤田郁子さんを講師に迎
え、「これからの片づけ生活～男女がともに輝くため
に～」 の題目で講演会が開かれました。
　参加者からは、「暮らしを見直すいいきっかけに
なった」 等感想が寄せられました。

12
８ 社会を明るくするために

（左から）日野町長、濱田前教育長、岩下真理華さん
小幡莉子さん、菅玖珠保護区保護司会長

　１２月８日、ここのえ緑陽中学校２年の岩下真理華さん、
小幡莉子さんが第７２回大分県 “ 社会を明るくする運動 ”
作文コンテストでの受賞を町長に報告しました。
　コンテストでは、岩下さんの『私達全てを平等に照ら
す太陽』が最優秀賞を、小幡さんの『人は変われる』
が優秀賞を受賞した他、飯田小学校６年木村結季さんの

『「人権」について思うこと』が佳作に選ばれました。
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　町民の福祉向上のため、長年
にわたり尽力された皆様です。
九重町民生委員表彰規程にもと
づき、特に３期９年以上の退任
者につきましては、その功績と
栄誉を永久に記録するため公表
するものです。
　長い間本当にありがとうござ
いました。

鶴原時美さん
５期１５年

芝田英征さん
５期１５年

佐藤和正さん
３期９年

岐部容子さん
３期９年

氏　名 行政区 担当区

永 樂 和 哉 物見塚 下右田 /上旦 /奥野 /物見塚

梶 谷 恵 子 下旦三 下旦三 /見留 /釣団地 /
松岡台住宅

石 田 初 代 下旦五 下旦一・二・四・五・六

髙倉新一郎 見良津 南恵良 /冨来口 /
北恵良一・二・三 /見良津

江 藤 博 通 書曲一 書曲一・二・三 /恵良団地

岩 下 厚 志 川下南 川下北・南 /川上一

長野久美子 川上二 川上二 /前辻一・二 /竜門

酒 井 利 幸 後辻 田尻 /野倉 /中須 /後辻

篠 原 信 義 南区 北区 /南区 /野上住宅 /小久保

武 石 丸 美 寺田 奥双石 /中巣 /寺田

穴 井 妙 子 甘川水 尾本 /下尾本 /甘川水

日野由紀子 野矢 田代 /小垣 /野矢

安達喜恵美 拓郷 樫原 /拓郷 /平家山 /小平谷

佐 藤 恒 久 滝上 滝上 /寺床

佐 藤 秀 信 鹿伏 猪牟田 /鹿伏 /桐木

河 野 孝 志 西 茅原小野 /後野上 /西

髙 橋 憲 一 下右田 釘野 /下右田 /重原

井原まゆみ 中央一 中央一・二・三

藤 井 静 世 中央五 中央四・五 /青山通り /
青山住宅 /豊後中村住宅

氏　名 行政区 担当区

軸 丸 勝 明 筋湯 筋湯 /大岳 /日向上

森　 博 司 日向下 日向下 /湯坪下 /狭間

時松とし子 奥郷 奥郷 /九重山

髙 橋 邦 子 中村中二 中村上・下一 /中村中一・二 /
下畑 /中村下野

甲 斐 誠 司 北方下 中村下二 /荻釣上・下 /
筌の口 /北方上・下

鷲 頭 栄 治 無田中一 年の神 /無田上・中・中一・下 /
須久保

荒 井 博 幸 湯沢 旭 /花牟礼 /湯沢

梅 木 豊 彦 菅原本村 麻生釣 /菅原本村

坊 迫 智 明 桐木三 桐木一・二・三・四

小城富美代 口の園 相狭間 /口の園

小 田 純 子 梶屋 梶屋 /串野上・下

松 尾 節 子 宝泉寺 宝泉寺 /生竜 /栗原

山 口 芳 子 川西二 中板 /潜石 /川西一・二・三

窪 田 康 子 川東上 川東上・下 /陣の内上・下

左 藤 洋 子 後河内 後河内

日 野 源 蔵 木納水 黒猪鹿 /木納水

田 中 直 子 横尾 横尾 /中村 /引治一・二 /
富迫上・下

松 木 秀 幸 田中 金山 /井出 /田中 /川道団地 /
岩の上 /粟野本村

氏　名 行政区 担当区

藤原智恵美 川下南 東飯田地区

田 中 淑 恵 小久保 野上地区

氏　名 行政区 担当区

相沢加代子 旭 飯田地区

足 立 相 子 富迫下 南山田地区

●民生委員・児童委員　４１名

●主任児童委員

退任されたみなさん長い間ありがとうございました！
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　「民生委員・児童委員」が改選され、41名の民生委員・児童委員が厚生労働大臣より委嘱されました。任命
は令和４年 12月１日付けで、任期は令和４年 12月１日から令和７年 11月 30日までの 3年間です。
　※民生委員は児童委員を兼ねます。

民生委員・児童委員のマーク
幸せのめばえを示す四つ葉のクローバーをバックに、民生委員の「み」の文字
と児童委員を示す双葉を組み合わせ、平和のシンボルの鳩をかたどって、愛情
と奉仕を表しています。

　「民生委員・児童委員」は、厚生労働
大臣から委嘱を受けたボランティアで
す。全国に 23 万人、九重町は 41 名の
委員がいます。
　その活動は基本的人権の尊重や政治的
中立をとくに重視したもので、民生委
員法に基づき守秘義務も課せられていま
す。このため、相談内容や個人情報は支
援の中で必要な関係機関との情報共有以
外は他の人へもらすことはありません。
安心してご相談ください。

　どこに相談すればいいのかわからない、
生活に対する悩みや不安など、お気軽に
ご相談ください。
　情報提供を行ったり、要望を関係機関
や各団体につなげたります。

　地域住民の身近な相談相手として、暮
らしの中の悩みごとや心配ごとをお聞
きし、必要な福祉サービス等を受けられ
るよう、行政や専門機関につなぐ役割を
担っています。
　また、主任児童
委員は、学校や関
係機関と連携し、
地域の児童福祉の
向上に取り組んで
います。

知っていますか？
　　　あなたの地域の身近な相談相手「民生委員・児童委員」　

●お問い合わせ　健康福祉課 　☎７６－３８２１

民生委員・児童委員

関係機関
（役場や社協、
学校等）

相談内容の報告
情報伝達

情報提供情報提供

相談

必要な支援を実施
※民生委員は関係機関へ
のつなぎ役であり、民生
委員自ら問題を解決する
のではありません。

民生委員・児童委員について

●民生委員・児童委員って？

●どんなことが相談できるの？ ●「地域のつなぎ役」としてのイメージ

●どんな活動をしているの？

・高齢者世帯でなにかあった時が不安。
➡家庭訪問をしたり、見守り緊急通報

システムによる安否確認、災害時要
求援護者等への登録が登録できるよ
う支援。

たとえば…

地域住民
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山 口 芳 子 川西二 中板 /潜石 /川西一・二・三

窪 田 康 子 川東上 川東上・下 /陣の内上・下

左 藤 洋 子 後河内 後河内

日 野 源 蔵 木納水 黒猪鹿 /木納水

田 中 直 子 横尾 横尾 /中村 /引治一・二 /
富迫上・下

松 木 秀 幸 田中 金山 /井出 /田中 /川道団地 /
岩の上 /粟野本村

氏　名 行政区 担当区

藤原智恵美 川下南 東飯田地区

田 中 淑 恵 小久保 野上地区

氏　名 行政区 担当区

相沢加代子 旭 飯田地区

足 立 相 子 富迫下 南山田地区

●民生委員・児童委員　４１名

●主任児童委員

退任されたみなさん長い間ありがとうございました！
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　投票日当日、仕事やレジャー、冠婚葬祭などで投票所に行けない方は期日前投票ができます。

　仕事や旅行などで、選挙期間中、九重町以外の市区町村に滞在している方は、滞在先の市区町村の
選挙管理委員会で不在者投票ができます。

　重度の障がいなどがある方は、交付された投票用紙に自宅等自分のいる場所において記載し、それ
を郵便等で送付する「郵便等による不在者投票」制度が利用できます。

　新型コロナウイルス感染症により宿泊施設やご自宅等で療養している方で、一定の要件に該当する
方は、「特例郵便等投票」制度が利用できます。
◎対象となる方で特例郵便等投票をご希望される方は、２月１日（水）までに（必着）、「外出自粛要請、
又は隔離・停留の措置にかかる書面」を添付した「請求書」を郵送等で送付することにより、投票用
紙等を請求していただくことが必要となります。（投票日の４日前まで）
※希望される方は、まずは九重町選挙管理委員会へご相談ください。

◎「郵便等投票制度」
は、「郵便投票証明書」
（事前に申請が必要）
が必要です。

　希望される方は、早め
に九重町選挙管理委員
会へ申請してください。

◎郵便等による不在者投
票用紙の請求期限は、
２月１日 (水 )まで
　（投票日の４日前まで）
です。

期日前投票（当日に予定がある方）

【不在者投票のながれ】

不在者投票（仕事などで九重町以外に滞在中の方）

郵便等による不在者投票

特例郵便等投票制度

障害等の区分 障害等の程度

身体障害者手帳

両下肢、体幹、移動機能 1級または 2級
心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸 1級または 3級

免疫、肝臓 1級から 3級まで

戦傷病者手帳
両下肢、体幹 特別項症から

第 2項症まで
心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸、肝臓

特別項症から
第 3項症まで

介護保険被保険者証 要介護状態区分 要介護 5

●期　間　　２月１日（水）～２月４日（土）の午前８時 30 分～午後８時
●場　所　　九重町役場３階 302 会議室

●期　間　　２月１日（水）～２月４日（土）
●時　間　　投票する市町村（滞在先）の選挙管理委員会（施設等）の執務時間

①不在者投票用紙請求書を、九重町選挙管理委員会に提出または郵送してください。（不在者
投票用紙請求書は、郵送等で受け取るまたは九重町ホームページからダウンロードできます）
②九重町選挙管理委員会から、滞在地の住所に投票用紙や関係書類が郵送されます。
③滞在先の市区町村の選挙管理委員会の指示に従って投票してください。
※投票用紙などの往復に時間を要しますので、早めに手続きをしてください。
※指定病院等に入院等している方は、その施設内で不在者投票をすることが可能な場合があり
ますので施設管理者へお問い合わせください。
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●選挙期日の告示日　　　　1 月 31 日（火）
●選挙すべき人数　　　　　12 人
●選挙人名簿の登録者数　　男 3,636 人　　女 3,979 人　　計 7,615 人

令和 4 年 12 月 1 日現在

　九重町に引き続き 3 カ月以上住んでいる（令和 4 年 10 月 30 日までに転入届をされた方）、満 18 歳
以上の方（平成 17 年 2 月 6 日まで出生された方）で、選挙人名簿に登録されている方

　「投票所入場券」をはがきで郵送します。投票の際に持参していただくとスムーズに受付を行うことが
でき便利です。なお、お持ちでなくても投票できますので、受付でお申し出ください。

◎代理投票 候補者名を自分で記入できない方は、代理投票ができますので受付でお申し出ください。
 事務従事者の中からあらかじめ定められた 2 人のうち 1 人が選挙人の指示に従って投票用紙
 に記入し、もう 1 人が指示どおりか確認します。
◎点字投票　目の不自由な方で、点字での投票を希望される方は、受付でお申し出ください。

●お問い合わせ　九重町選挙管理委員会　☎７６－３８２５

九重町議会議員選挙の概要

投票できる方

「投票所入場券」

代理投票・点字投票

投票日（2 月 5 日）の投票所及び投票時間

満18歳から投票できます
九重町議会議員一般選挙

投開票日 2月5日（日）

投票区 投票所 投票時間
東飯田第 1投票所 九重町隣保館 午前 7時~午後 7時
東飯田第 2投票所 川上集会所 午前 7時~午後 5時
野上第 1投票所 野上ふれあい交流センター 午前 7時~午後 7時
野上第 2投票所 野矢小学校多目的ホール 午前 7時~午後 5時
飯田第 1投票所 飯田ふれあい交流センター 午前 7時~午後 6時
飯田第 2投票所 東部集会所 午前 7時~午後 5時
飯田第 3投票所 基幹集落センター 午前 7時~午後 5時
南山田第 1投票所 南山田ふれあい交流センター 午前 7時~午後 7時
南山田第 2投票所 淮園小学校体育館 午前 7時~午後 7時
南山田第 3投票所 粟野中央公民館 午前 7時~午後 5時

▲九重町ＨＰ

投票所によって、閉鎖
時間が異なりますので
ご注意ください。
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　投票日当日、仕事やレジャー、冠婚葬祭などで投票所に行けない方は期日前投票ができます。

　仕事や旅行などで、選挙期間中、九重町以外の市区町村に滞在している方は、滞在先の市区町村の
選挙管理委員会で不在者投票ができます。

　重度の障がいなどがある方は、交付された投票用紙に自宅等自分のいる場所において記載し、それ
を郵便等で送付する「郵便等による不在者投票」制度が利用できます。

　新型コロナウイルス感染症により宿泊施設やご自宅等で療養している方で、一定の要件に該当する
方は、「特例郵便等投票」制度が利用できます。
◎対象となる方で特例郵便等投票をご希望される方は、２月１日（水）までに（必着）、「外出自粛要請、
又は隔離・停留の措置にかかる書面」を添付した「請求書」を郵送等で送付することにより、投票用
紙等を請求していただくことが必要となります。（投票日の４日前まで）
※希望される方は、まずは九重町選挙管理委員会へご相談ください。

◎「郵便等投票制度」
は、「郵便投票証明書」
（事前に申請が必要）
が必要です。

　希望される方は、早め
に九重町選挙管理委員
会へ申請してください。

◎郵便等による不在者投
票用紙の請求期限は、
２月１日 (水 )まで
　（投票日の４日前まで）
です。

期日前投票（当日に予定がある方）

【不在者投票のながれ】

不在者投票（仕事などで九重町以外に滞在中の方）

郵便等による不在者投票

特例郵便等投票制度

障害等の区分 障害等の程度

身体障害者手帳

両下肢、体幹、移動機能 1級または 2級
心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸 1級または 3級

免疫、肝臓 1級から 3級まで

戦傷病者手帳
両下肢、体幹 特別項症から

第 2項症まで
心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸、肝臓

特別項症から
第 3項症まで

介護保険被保険者証 要介護状態区分 要介護 5

●期　間　　２月１日（水）～２月４日（土）の午前８時 30 分～午後８時
●場　所　　九重町役場３階 302 会議室

●期　間　　２月１日（水）～２月４日（土）
●時　間　　投票する市町村（滞在先）の選挙管理委員会（施設等）の執務時間

①不在者投票用紙請求書を、九重町選挙管理委員会に提出または郵送してください。（不在者
投票用紙請求書は、郵送等で受け取るまたは九重町ホームページからダウンロードできます）
②九重町選挙管理委員会から、滞在地の住所に投票用紙や関係書類が郵送されます。
③滞在先の市区町村の選挙管理委員会の指示に従って投票してください。
※投票用紙などの往復に時間を要しますので、早めに手続きをしてください。
※指定病院等に入院等している方は、その施設内で不在者投票をすることが可能な場合があり
ますので施設管理者へお問い合わせください。
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確定申告・住民税申告に係る要介護（要支援）認定者の所得控除
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

日田税務署確定申告会場への来場を検討されている方へ
－確定申告の時期はもう間近です。事前準備はお早目に！！－

▼申告国税庁ＨＰの「確定申告書等作成コーナー」の利用や手書きでの申告書作成により郵送で提出する方法、
e-TAX（スマートフォンからも可能）で電子申告をする方法等により、ご自身で申告が行えます。詳しくは国
税庁ＨＰ（http://www.nta.go.jp/）をご確認下さい。

■入場時の検温　　　■マスクの着用、手指消毒　　　■少人数での来場

▼入場できる時間枠が指定された「入場整理券」が必要です。
▼会場で当日配付 ( 当日分のみ配付）しますが、LINEを通じたオンライン事前発行も可能です。
　・ＬＩＮＥ公式アカウントでの申込開始日は２月６日です。
　・ＬＩＮＥホーム画面で「国税庁」または「＠ kokuzei」と検索して友達追加できます。
▼入場整理券の配布状況に応じて、後日の来場をお願いする場合があります。
▼申告のご相談は、ご自宅からお電話やチャットボットでも可能です。

　「九重町障害者控除対象者認定書」及び「おむつ代の医療費控除のための確認書」が必要な方またはその
扶養者の方は、介護被保険者証・印鑑を持参のうえ健康福祉課（役場１階）まで申請してください

　障害者手帳等をお持ちでなくても、障害者控除
に該当する場合があります。
　該当となる方には所得税や住民税の控除を受
けるための、「九重町障害者控除対象者認定書」
を交付します。

　介護保険制度で要介護認定を受けた満６５
歳以上の方で、介護認定の審査資料が一定の
要件を満たす方

　確定申告の際には、医師が発行する「おむつ
使用証明書」が必要です。

★日田税務署（☎ 0973-23-2136）※自動音声案内
　確定申告に関するご相談は、「０」番を選択してください。「確定申告電話相談センター」に
おつなぎします。（1/14～3/15）

要介護認定者に対する障害者控除 おむつ代にかかる医療費控除

日田税務署
申告会場

ご自宅から申告できる e-Tax をぜひご利用ください

申告会場への入場には「入場整理券」が必要です

確定申告会場における感染防止対策について

　おむつ代にかかる医療費控除を受けるのが２年目以
降の場合、医師が発行する「おむつ使用証明書」が
なくても、九重町が発行する「おむつ代の医療費控
除のための確認書」をもって代用することができます。
対象となる方は、要介護（要支援）認定を受けており、
介護認定の審査資料が一定の要件を満たした方です。

２年目以降の手続き簡素化

▲国税庁HP

対象となる方

2 月 16 日 ( 木 ) ～ 3 月 15 日 ( 水 ) 　土・日・祝日を除く
午前 9 時～午後 4 時まで　(入場整理券の当日配付分は、状況により早めに終了する場合があります）

　　　　所得税・贈与税　　　３月１５日（水）
　　　　個人事業者の所得税　３月３１日（金）　　

開設期間

受付時間

申告・納付期限
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令和４年分 所得税確定申告及び住民税申告の受付会場を開設します
●お問い合わせ　税務課　☎７６－３８０３

2 月 16 日 ( 木 ) ～ 3 月 15 日 ( 水 )
午前8時30分～午後5時	〔土・日・祝日を除く〕 九重町役場 ３階 ３０１会議室

▼ご来場の際は必ず『マスクの着用』『入口での手指消毒』をお願いします。
▼一定時間ごとに空気の入れ替え等を行いますので、防寒対策をしてご来庁ください。
▼例年申告期間中は混み合うことが多くなります。『密』や不特定多数の方との接触を避けるためにも、
郵送やインターネット（スマートフォン・パソコン）を利用してご自身で申告していただくことを推奨
します。会場に直接来られる場合にも、できるだけ短時間で終わらせられるよう、必要書類を必ずそろ
えておくこと、収支の内容をまとめておくこと等、皆様のご協力をよろしくお願いします。

□　確定申告のお知らせハガキ
□　本人名義の通帳（口座振替をご希望の際に口座のお届け印が必要な場合があります）
□　マイナンバー確認書類（マイナンバーカード、又は、マイナンバー通知カード＋運転免許証等）
□　源泉徴収票や支払調書の原本、その他収入のわかる書類
□　事業、不動産、土地、山林、株式等所得がある方は、収支内訳書及び帳簿等関係書類

□　各種控除の領収書、証明書、障害者手帳等

□　住民税申告書
　（受付の結果所得税が発生しない場合必要となります。住民税申告書は印字したものをご自宅へ発送
しますのでご持参ください）

◆会社で年末調整をしていない方　　　　　　　　◆事業所得や不動産所得等の各種所得がある方
◆源泉徴収票に記載された控除に変更がある方　　◆医療費控除・寄付金控除等を受ける方　等

申告期間・受付会場

新型コロナウイルス感染対策にご協力ください

申告に必要なもの

申告が必要な方　※収入が０円の方は、住民税申告書にその旨を記載の上、税務課窓口へ提出をお願いします

申告期間 受付会場

※領収書の整理・収支内訳書の事前作成をお願いします。
※家畜市場で牛を販売された方は「家畜市場計算書（肉用牛売却証明書）」をご持参ください。

※国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料は年金特別徴収の場合は年金の源泉徴収
票に記載されています。普通徴収の場合は、証明書を税務課窓口で発行する必要があります。
※国民年金保険料は、社会保険料（国民年金保険料）控除証明書の添付が必要です。ご不明な点
は、日田年金機構日田年金事務所（☎ 0973-22-6174）へお問い合わせください。
※生命保険料控除や地震保険等の電子的控除証明書等をお持ちの方は、あらかじめ国税庁HPよ
り「ＱＲコード付証明書等作成システム」を利用して、電子的控除証明書等を書面で出力し、
提出（提示）してください。

ご自身で確定申告される場合 または 日田税務署へ行く場合は、11 ページをご確認ください
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確定申告・住民税申告に係る要介護（要支援）認定者の所得控除
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▼会場で当日配付 ( 当日分のみ配付）しますが、LINEを通じたオンライン事前発行も可能です。
　・ＬＩＮＥ公式アカウントでの申込開始日は２月６日です。
　・ＬＩＮＥホーム画面で「国税庁」または「＠ kokuzei」と検索して友達追加できます。
▼入場整理券の配布状況に応じて、後日の来場をお願いする場合があります。
▼申告のご相談は、ご自宅からお電話やチャットボットでも可能です。

　「九重町障害者控除対象者認定書」及び「おむつ代の医療費控除のための確認書」が必要な方またはその
扶養者の方は、介護被保険者証・印鑑を持参のうえ健康福祉課（役場１階）まで申請してください

　障害者手帳等をお持ちでなくても、障害者控除
に該当する場合があります。
　該当となる方には所得税や住民税の控除を受
けるための、「九重町障害者控除対象者認定書」
を交付します。

　介護保険制度で要介護認定を受けた満６５
歳以上の方で、介護認定の審査資料が一定の
要件を満たす方

　確定申告の際には、医師が発行する「おむつ
使用証明書」が必要です。

★日田税務署（☎ 0973-23-2136）※自動音声案内
　確定申告に関するご相談は、「０」番を選択してください。「確定申告電話相談センター」に
おつなぎします。（1/14～3/15）

要介護認定者に対する障害者控除 おむつ代にかかる医療費控除

日田税務署
申告会場

ご自宅から申告できる e-Tax をぜひご利用ください

申告会場への入場には「入場整理券」が必要です

確定申告会場における感染防止対策について

　おむつ代にかかる医療費控除を受けるのが２年目以
降の場合、医師が発行する「おむつ使用証明書」が
なくても、九重町が発行する「おむつ代の医療費控
除のための確認書」をもって代用することができます。
対象となる方は、要介護（要支援）認定を受けており、
介護認定の審査資料が一定の要件を満たした方です。

２年目以降の手続き簡素化

▲国税庁HP

対象となる方

2 月 16 日 ( 木 ) ～ 3 月 15 日 ( 水 ) 　土・日・祝日を除く
午前 9 時～午後 4 時まで　(入場整理券の当日配付分は、状況により早めに終了する場合があります）

　　　　所得税・贈与税　　　３月１５日（水）
　　　　個人事業者の所得税　３月３１日（金）　　

開設期間

受付時間

申告・納付期限
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障がい者虐待は、特定の人や場所に限らず、どこにでも起こりうる身近な問題です。加害者には虐待
であるという認識がない場合もあります。また、障がい者自身も、虐待だと認識できない、被害を訴
えられないなどの場合もあります。
一人ひとりが認識を深めることが、虐待を防ぐための第一歩となります。ご協力よろしくお願いします。

もしものときのために「人生会議」
～自らが望む、人生の最終段階の医療・ケアについて話し合ってみませんか～

●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

　人生の終わりまで、あなたはどのように過ごしたいですか？
　命に関わる大きな病気やケガをする「もしものとき」は、誰にでも訪れる可能性があります。
　命の危険が迫った状態になると、約７０％の方が医療やケアなどを自分で決めたり、望みを人に伝えたりする
ことが出来なくなると言われています。
　この「もしものとき」のために、あなたが望む医療やケアについて、前もって考え、話し
合い、共有する取組を「人生会議」と言います。
　どのような医療やケアを望むかを、自分自身で前もって考え、周囲の信頼する人たちと
話し合い、共有することが重要です。
　「もしものときカード」は、役場１階健康福祉課窓口、九重町社会福祉協議会窓口、
玖珠郡内医療機関窓口にて配布しています。　
　また、玖珠郡医師会ホームページでの取得も可能です。
※このような取組は、個人の主体的な行いによって考え、進めるものです。
　知りたくない、考えたくない方への十分な配慮が必要です。

【障害者虐待防止法 「障害者虐待の防止、障害者の援護者に対する支援等に関する法律」とは…】
障がい者に対する虐待を防止し、障がい者の権利や尊厳を守るために２０１２年に制定された法律です。

〈障がい者虐待の種類〉
● 養護者による虐待 ・・・ 家族や同居する人による虐待のことです。
● 障がい者福祉施設従事者による虐待 ・・・ 施設等の職員による虐待のことです。
● 使用者による虐待 ・・・ 障がいを持つ方を雇っている事業主等による虐待のことです。

〈障がい者虐待の例〉

シリーズ
『障がい福祉』
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障害者虐待防止法を知っていますか？
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

※虐待を受けたと思われる障がい者を発見した方には、通報義務があります。
※通報や届出をした方の情報は守られます。通報を理由に不利益を受けることはありません。

身体的虐待
※殴る蹴るなどの
暴行や体の拘束等

心理的虐待
※暴言や拒絶的態度で

精神的な苦痛を
与えること

経済的虐待
※本人の同意なしに年金
や賃金を使用することや
賃金を支払わないこと

性的虐待
※性的な行為やわい
せつな行為をする
ことさせること

放棄・放任
※長時間の放置、食事・
入浴等の世話や介助を
ほとんどしないこと

！！虐待を発見した方は、速やかに通報を！！

広報ここのえ　2023.1 月号13

物価高騰対策 子育て世帯応援給付金について　
●お問い合わせ　子育て支援課　☎７６－３８２８

物価高騰対策 新入学準備支援金について　
●お問い合わせ　教育振興課　☎７６－３８１２

　コロナ禍における物価高騰等の影響により経済的な影響を受けている子育て世帯の家計を支援するために対象
児童 1 人あたり10,000 円を給付します。

　コロナ禍における物価高騰等の影響により経済的な影響を受けている子育て世帯の家計を支援するために次年
度新入学を迎える方に一人につき、20,000 円の給付を実施します。

● 支給対象者（九重町から令和 4 年 10 月分の児童手当等を受給していない方）
　令和 4 年 11 月 1 日時点で九重町に住民登録があり、平成 16 年 4 月 2 日から令和 5 年 3 月 31 日
までに出生した児童を養育する方です。

● 申請方法
　対象と思われる世帯には、給付内容のお知らせと申請書を送付しています。対象児童の氏名や振
込先等の必要事項を記入し、郵送または、子育て支援課の窓口へご提出ください。
　※ 児童の住民登録が町外の場合お知らせを送付していません。申請には「在学証明」と「子育て世帯

応援給付金の申請にかかる別居監護申立書」が必要となります。（詳しくは、町ホームページをご覧
ください。）

● 申請期限
　令和 5 年 2 月 28 日（火）まで（令和 5 年 2 月 14 日 ~3 月 31 日までに出生した児童の場合は
出生届出時まで。）

● 支給対象者（九重町から令和 4 年 10 月分の児童手当等を受給していない方）
　令和 4 年 11 月 1 日時点で九重町に住民登録があり、令和 5 年度新入学（小学校・中学校・高等学校）
を迎える児童を養育する方です。

● 申請方法
　上記の子育て世帯応援給付金の申請方法と同様です。対象と思われる世帯には、給付内容のお知
らせと申請書をお送りしています。対象児童の氏名や振込先等の必要事項を記入し、郵送または、
子育て支援課の窓口へご提出ください（詳しくは、町ホームページをご覧ください。）

● 申請期限
　令和 5 年 2 月 28 日（火）まで

　　　申請書を郵送、または窓口へご提出ください

　　　　　（２）指定の口座に振込

（１）給付金の 申請手続き 九重町対象
世帯

　　 ご確認ください！
　対象児童を養育している方で、令和４年１０月分の児童手当等を九重町から受け取っている方は、１２月２３日
に児童手当等の受取口座に対象児童分の給付金を振込しています。
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障がい者虐待は、特定の人や場所に限らず、どこにでも起こりうる身近な問題です。加害者には虐待
であるという認識がない場合もあります。また、障がい者自身も、虐待だと認識できない、被害を訴
えられないなどの場合もあります。
一人ひとりが認識を深めることが、虐待を防ぐための第一歩となります。ご協力よろしくお願いします。

もしものときのために「人生会議」
～自らが望む、人生の最終段階の医療・ケアについて話し合ってみませんか～

●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

　人生の終わりまで、あなたはどのように過ごしたいですか？
　命に関わる大きな病気やケガをする「もしものとき」は、誰にでも訪れる可能性があります。
　命の危険が迫った状態になると、約７０％の方が医療やケアなどを自分で決めたり、望みを人に伝えたりする
ことが出来なくなると言われています。
　この「もしものとき」のために、あなたが望む医療やケアについて、前もって考え、話し
合い、共有する取組を「人生会議」と言います。
　どのような医療やケアを望むかを、自分自身で前もって考え、周囲の信頼する人たちと
話し合い、共有することが重要です。
　「もしものときカード」は、役場１階健康福祉課窓口、九重町社会福祉協議会窓口、
玖珠郡内医療機関窓口にて配布しています。　
　また、玖珠郡医師会ホームページでの取得も可能です。
※このような取組は、個人の主体的な行いによって考え、進めるものです。
　知りたくない、考えたくない方への十分な配慮が必要です。

【障害者虐待防止法 「障害者虐待の防止、障害者の援護者に対する支援等に関する法律」とは…】
障がい者に対する虐待を防止し、障がい者の権利や尊厳を守るために２０１２年に制定された法律です。

〈障がい者虐待の種類〉
● 養護者による虐待 ・・・ 家族や同居する人による虐待のことです。
● 障がい者福祉施設従事者による虐待 ・・・ 施設等の職員による虐待のことです。
● 使用者による虐待 ・・・ 障がいを持つ方を雇っている事業主等による虐待のことです。

〈障がい者虐待の例〉

シリーズ
『障がい福祉』
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障害者虐待防止法を知っていますか？
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

※虐待を受けたと思われる障がい者を発見した方には、通報義務があります。
※通報や届出をした方の情報は守られます。通報を理由に不利益を受けることはありません。

身体的虐待
※殴る蹴るなどの
暴行や体の拘束等

心理的虐待
※暴言や拒絶的態度で

精神的な苦痛を
与えること

経済的虐待
※本人の同意なしに年金
や賃金を使用することや
賃金を支払わないこと

性的虐待
※性的な行為やわい
せつな行為をする
ことさせること

放棄・放任
※長時間の放置、食事・
入浴等の世話や介助を
ほとんどしないこと

！！虐待を発見した方は、速やかに通報を！！
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長野馬貞顕彰俳句大会が行われました －特選に輝いた作品を紹介します－
●お問い合わせ　東飯田公民館　☎７６－３１１６

　今回で３０回目の開催となる「長野馬貞顕彰俳句大会」は、町内小・中学生を対象に、かつて俳人として
活躍した長野馬貞を顕彰し、開催しています。（主催長野馬貞顕彰俳句大会実行委員会）

長野 馬貞　（1671 年 ~1750 年）
　馬貞は、父から医術と俳諧の手ほどきを受けた。玖珠や日田俳壇で才能を伸ばし、はやく
も 9歳で「夜も明けば松茸採らぬ裏の山」と詠んでいる。36 歳のとき、最初の撰集「俳譜七
異跡集」を京都で発行した。飯田高原に伝わる朝日長者伝説や七不思議の説明文を全国の俳
友に配り、それを基にした投句から秀句を選び、自身の句と合わせて撰集したもの。他にも
引治に産出する木の葉の化石にちなんだ「紫石集」や「朝ひばり」・「山の湯紀行」・「衹園守」
など、数集を編纂している。

「唐移す 滝の気色や 寒のうち」 馬貞 （龍門の滝を背景にした龍門寺 の境内にて）▶︎

●
今
年
度
は
小
学
生
２
２
４
名
２
３
８
句
、
中
学
生

２
０
２
名
２
１
７
句
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
れ
も
素
敵
な
作
品
で
す
が
今
回
は
特
に
素
晴
ら
し

い
７
句
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
ま
す
。

妹
と
　
並
ん
で
見
上
げ
る
　
冬
銀
河
　
　
　
　
　
　
　
佐さ
と
う藤

　
寧ね

ね々

春
の
風
　
地
面
を
け
っ
て
　
自
己
ベ
ス
ト
　
　
　
　
　
岩い

わ
た田

　
莉り

な奈

夏
の
空
　
ま
た
ね
と
手
を
振
る
　
帰
り
道
　
　
　
　
　
後ご

と
う藤

　
芙ふ

ゆ

か
由
香

春
の
風
　
ス
パ
イ
ク
は
い
て
　
新
記
録
　
　
　
　
　
　
岩い

わ
た田

　
怜れ

な奈

あ
の
人
の
　
笑
顔
が
輝
く
　
五
月
晴
れ
　
　
　
　
　
　
百ひ

ゃ
く
た田

　
莉り
つ
き月

ふ
と
落
ち
た
　
桜
の
花
に
　
ま
ぶ
た
と
じ
　
　
　
　
　
小こ

さ
い
ひ
ら

齊
平
　
橙と
う
じ次

晴
れ
願
い
　
夕
焼
け
を
背
に
　
く
つ
飛
ば
す
　
　
　
　
清き

よ
た
け竹

　
雄ゆ
う
ひ飛

母
の
背
に
　
ふ
と
ん
か
け
た
る
　
春
昼
や
　
　
　
　
　
高た

か
ひ
ら平

　
大だ
い
ち地

桜
道
　
変
わ
ら
ぬ
笑
顔
の
　
君
と
い
る
　
　
　
　
　
　
乙お

と
づ津

　
美み

み魅

照
れ
隠
し
　
心
に
秘
め
た
　
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
　
　
　
後ご

と
う藤

　
浩ひ
ろ
あ
き晃

母
の
日
に
　
私
が
作
る
　
母
の
味
　
　
　
　
　
　
　
　
穴あ

な
い井

　
俊と

し
や也

図
書
館
に
　
今
日
も
一
礼
　
梅
雨
日
和
　
　
　
　
　
　
酒さ

か
い井

　
翔か
け
る琉

カ
ナ
カ
ナ
と
　
鳴
い
て
い
る
か
な
　
ヒ
グ
ラ
シ
が
　
　
岐き

べ部
　
栄え
い
た太

ア
サ
ガ
オ
が
　
パ
ッ
と
開
く
の
　
ワ
ク
ワ
ク
だ
　
　
　
佐さ

と
う藤

　
愛え

な菜

ス
パ
イ
ク
を
　
み
が
き
輝
く
　
五
月
晴
れ
　
　
　
　
　
小お

の野
　
巧た
く
と翔

雨
上
が
り
　
七
色
の
橋
　
て
ら
し
て
る
　
　
　
　
　
　
工く

ど
う藤

　
道み
ち
た太

春
の
森
　
草
木
の
声
が
　
響
き
出
す
　
　
　
　
　
　
　
渡わ

た
な
べ邉

　
聖せ
い

宿
題
と
　
ゲ
ー
ム
が
喧
嘩
　
夏
休
み
　
　
　
　
　
　
　
森も
り

　
日ひ

な

こ
向
子

梅
雨
が
来
た
　
田
ん
ぼ
が
会
場
　
合
唱
祭
　
　
　
　
　
菅す

が
　
光ひ
か
り里

こ
い
の
ぼ
り
　
お
び
れ
フ
リ
フ
リ
　
お
よ
い
で
る
　
　
高た

か
ひ
ら平

　
叶か
な
と夢

ひ
ま
わ
り
が
　
頭
を
ゆ
ら
し
　
笑
っ
て
る
　
　
　
　
　
重し

げ
ま
つ松

　
壮そ
う
じ
ろ
う

次
朗

カ
ブ
ト
ム
シ
　
つ
の
を
つ
か
っ
て
　
め
ん
こ
て
ど
う
　
井い

の
う
え上

　
エ
ミ
ー
ル

雪
う
さ
ぎ
　
首
に
つ
け
て
る
　
赤
い
す
ず
　
　
　
　
　
小こ

じ
ょ
う城

　
陽ひ

な

の
菜
乃

と
う
も
ろ
こ
し
　
み
ど
り
の
中
で
　
か
く
れ
ん
ぼ
　
　
佐さ

と
う藤

　
詩う

た花

さ
つ
ま
い
も
　
大
学
い
も
に
　
大
へ
ん
し
ん
　
　
　
　
有あ

り
よ
し吉

　
望の

あ愛

ひ
ま
わ
り
が
　
太
陽
を
向
き
　
笑
っ
て
る
　
　
　
　
　
櫛く

し
や
ま山

　
歩あ

ず寿

春
風
が
　
ふ
わ
り
と
吹
い
て
　
消
え
て
い
く
　
　
　
　
秋あ

き
よ
し吉

　
陽ひ
ま
り葵

ふ
う
り
ん
が
　
風
に
ゆ
れ
て
　
笑
っ
て
る
　
　
　
　
　
矢や

か
た方

　
日ひ

ゆ悠
　

畑
に
は
　
カ
ラ
フ
ル
元
気
　
夏
や
さ
い
　
　
　
　
　
　
穴あ

な
い井

　
琴こ
と
ね音

「
妹
と
並
ん
で
見
上
げ
る
冬
銀
河
」

　
　
　
　
　
こ
こ
の
え
緑
陽
中
学
校
１
年
生
　
　
佐さ
と
う藤

　
寧ね

ね々

　
可
愛
い
妹
と
並
ん
で
眺
め
る
冬
銀
河
。
寒
さ
を
忘
れ
ま
す
。

　
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
　

「
あ
の
人
の
笑
顔
が
輝
く
五
月
晴
れ
」

こ
こ
の
え
緑
陽
中
学
校
２
年
生
　
　
百ひ
ゃ
く
た田

　
莉り
つ
き月

　「
あ
の
ひ
と
」
と
は
誰
で
し
ょ
う
。
五
月
晴
れ
で
す
か
ら

　
き
っ
と
明
る
く
快
活
な
友
達
で
し
ょ
う
。

「
母
の
背
に
ふ
と
ん
か
け
た
る
春
昼
や
」

こ
こ
の
え
緑
陽
中
学
校
３
年
生
　
　
高た
か
ひ
ら平

　
大だ
い
ち地

　
中
七
「
ふ
と
ん
か
け
た
る
」
を
よ
く
ぞ
考
え
つ
き
ま
し
た
。

　
お
母
さ
ん
へ
の
愛
情
が
伝
わ
り
ま
す
。

「
春
の
森
草
木
の
声
が
響
き
出
す
」　
　

　
　
　
　
南
山
田
小
学
校
６
年
生
　
　
　
　
　
　
渡わ
た
な
べ邉

　
聖せ
い

　
草
や
木
の
声
が
響
く
と
い
う
の
が
と
て
も
よ
い
で
す
。
　
　

「
ひ
ま
わ
り
が
頭
を
ゆ
ら
し
笑
っ
て
る
」

　
　
　
　
東
飯
田
小
学
校
５
年
生
　
　
　
　
重し
げ
ま
つ松

　
壮そ
う
じ
ろ
う

次
朗

　
笑
っ
て
い
る
の
は
壮
次
朗
君
か
も
。
明
る
い
句
で
す
。

「
ふ
う
り
ん
が
風
に
ゆ
ら
れ
て
笑
っ
て
る
」

　
　
　
　
飯
田
小
学
校
５
年
生
　
　
　
　
　
　
矢や
か
た方

　
日ひ

ゆ悠

　
風
鈴
が
笑
う
と
い
う
の
が
愉
快
で
す
。

「
畑
に
は
カ
ラ
フ
ル
元
気
夏
や
さ
い
」　
　
　

　
　
　
　
野
矢
小
学
校
６
年
　
　
　
　
　
　
　
穴あ
な
い井

　
琴こ
と
ね音

　
カ
ラ
フ
ル
元
気
、
い
い
言
葉
で
す
。

特
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す

広報ここのえ　2023.1 月号15

医療費の適正化にご協力をお願いします
●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２

冬の健康管理　ヒートショックに気をつけよう 
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　加入者の高齢化や生活習慣病などの慢性疾患の増加等の理由により医療費の増加が続いています。このまま
医療費が増加し続けると、加入者の皆さまから納めていただいている国民健康保険税の負担が重くなるだけでは
なく、国民健康保険の財政が悪化し、制度の運営が難しくなります。

　ヒートショックとは暖かい部屋から寒い部屋へ
の移動など、急激な温度の変化により血圧が上下
に大きく変動することなどが原因で起こります。
気温が下がる冬場に多く見られ、失神や不整脈の
ほか、死に至ることもあります。特に高齢者はご
注意ください。

◆加入者の皆様のご協力が健全な運営に繋がります
●医療費通知を確認しましょう
　九重町では「医療費通知」を送付しています。この通知には、皆さまが使った医療費を記載しています。
受診状況を振り返り、健康づくりや、病気の早期発見、治療に役立ててください。また、確定申告の際に
医療費控除の申請に使うことができますので、大切に保管してください。
●お薬手帳を 1 冊にまとめましょう
　お薬手帳を 1 冊にすることで、医師や薬剤師が処方内容を確認し、薬の重複や副作用などに気づきやす
くなります。お薬は適切に服用することで皆さまの健康に繋がります。
●ジェネリック医薬品を使いましょう
　新薬の開発には、莫大な費用がかかっています。そのため特許期間が設けられています。特許が切れた
後に販売されるお薬が新薬と同じ有効成分を含んだジェネリック医薬品です。新薬に比べて低価格なため、
窓口での負担が軽減されます。ジェネリック医薬品の処方を希望する際は、医師や薬剤師にご相談ください。
●特定健診を受けましょう
　特定健診は、糖尿病などの生活習慣病を予防するために有効です。早期発見、治療に繋げるため年に
１回は特定健診を受診しましょう。
　町では、40 歳から 74 歳の国保加入者に「受診券」を送付しています。費用は無料で血液検査や尿検
査を中心にした健診で苦しい検査はありません。検査時間も約１時間です。今年度の集団健診は終了し
ましたが、大分県厚生連健康管理センターでは、２月末まで受診できます。また、個別に受診できる医
療機関もありますのでお問い合わせください。

予防のポイント
★脱衣所と浴室は暖めておく
★入浴前に同居者に一声かける
　同居者は、いつもより入浴時間が長いときは入浴者に声をかけましょう。
★心臓から遠い足先から肩まで徐々にかけ湯をしてから湯船につかる
★入浴は４１℃以下で、湯船につかるのは１０分以内に
★浴槽から急に立ち上がらない
　浴槽から出る時は、手すりや浴槽のへりを使ってゆっくり立ち上がりましょう。
★食後すぐの入浴や、飲酒後、医薬品服用後の入浴は避ける
　食後は、血圧が下がり過ぎることにより意識を失う恐れがあるので、食後すぐの入浴は避けましょう。
　体調の悪い時や睡眠薬等の服用後の入浴は控えましょう。
★水分補給を忘れずに
　冬も脱水になります。特に起床後、入浴の前後は水分補給をしましょう。

温度差によって変動する血圧イメージ
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長野馬貞顕彰俳句大会が行われました －特選に輝いた作品を紹介します－
●お問い合わせ　東飯田公民館　☎７６－３１１６

　今回で３０回目の開催となる「長野馬貞顕彰俳句大会」は、町内小・中学生を対象に、かつて俳人として
活躍した長野馬貞を顕彰し、開催しています。（主催長野馬貞顕彰俳句大会実行委員会）

長野 馬貞　（1671 年 ~1750 年）
　馬貞は、父から医術と俳諧の手ほどきを受けた。玖珠や日田俳壇で才能を伸ばし、はやく
も 9歳で「夜も明けば松茸採らぬ裏の山」と詠んでいる。36 歳のとき、最初の撰集「俳譜七
異跡集」を京都で発行した。飯田高原に伝わる朝日長者伝説や七不思議の説明文を全国の俳
友に配り、それを基にした投句から秀句を選び、自身の句と合わせて撰集したもの。他にも
引治に産出する木の葉の化石にちなんだ「紫石集」や「朝ひばり」・「山の湯紀行」・「衹園守」
など、数集を編纂している。

「唐移す 滝の気色や 寒のうち」 馬貞 （龍門の滝を背景にした龍門寺 の境内にて）▶︎
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さぁ、今年の「はじめて」を始めましょう！

　新刊・新着図書案内　～司書一同、今年も皆さまと本の良き出会いを精一杯お手伝いさせていただきます！～
●児童図書・コミック
こうもり アヤ井アキコ
大絶滅は、また起きるのか？ 高橋瑞樹
すいどう 百木一朗
ノラネコぐんだんうみのたび 工藤ノリコ
かってもまけてもいいんだよ オーレリー・シーヌ
だれよりも速く走る義足の研究 遠藤謙
食べるスポーツフードファイターの挑戦 小林尊
赤ちゃんと母（ママ）の火の夜 早乙女勝元　その他多数
●一般図書
付添い屋・六平太（～１５巻） 金子成人
変身の牛（新・大江戸定年組３） 風野真知雄
婚活食堂（１～８） 山口恵以子
赤ずきん、ピノキオ拾って死体と出会う。 青柳碧人
はなごよみ（時代小説アンソロジー） 中島要（他）
ぬくもり（動物・時代小説アンソロジー） 宮部みゆき（他）
すべてのことはメッセージ小説ユーミン 山内マリコ
最後の戦慄 今野敏
機械仕掛けの太陽 知念実希人
老人ホテル 原田ひ香
特殊清掃人 中山七里
連鎖 黒川博行
憐憫 島本理生

変な絵 雨穴
月の立つ林で 青山美智子
老害の人 内館牧子
言葉を植えた人 若松英輔
鴻上尚史のますますほがらか人生相談 鴻上尚史
読む英会話留学 
名医が教える腸内環境を改善して睡眠の質を上げる方法 梶本修身
60歳からのヨガ入門
60歳からの睡眠の新常識
品格を磨く所作 鹿島しのぶ
スパコン富岳の挑戦 松岡聡
大人のスマホ手習い帳
数学オリンピック2018～2022 数学オリンピック財団
この１本！超人気映画シリーズ、ひとつだけ見るならコレ 馬場康夫
大人のためのワイン入門 大人ワイン研究会
74歳、横山タカ子の体にいいごはん 横山タカ子
クックパッドの絶品！ちくわ・かに風味かまぼこ・はんぺんレシピ
やまと尼寺精進日記３ ＮＨＫ「やまと尼寺精進日記」制作班
たまひよ赤ちゃんのしあわせ名前事典　2023～2024年版
おかあさん、お空のセカイのはなしをしてあげる！２ 竹内文香
野球のトレーニング理論と実践 守備編 ベースボール・クリニック
季刊のぼろVol．39（2023冬）
読む名品創立150年東京国立博物館の国宝 その他多数

　ほんの森１月号　平日	午前10時～午後６時　土・日	午前９時～午後５時　月・祝	休み　九重町図書館	☎	76−3888

●「おはなし会」 毎月第 2 土曜日（10 時 30 分 ~11 時）
　１月の担当グループは「チームそ
らまめくん」のみなさんでした。２月
は「スター」（２/18 予定）のみな
さんです。第２土曜日が祝日休館の
ため、２月は１週間ずれるのでご注
意ください。コロナ対策として読み
手のボランティアさんとの間にアクリ
ル板を置いて開催しています。

●今年もやります！図書館からのお年玉！
　先月号でもお知らせしましたが、ささやかなお年玉をご用意しています。第１弾「今年のカレンダー、手帳など」は
おそらくこの広報が届くころには終了していると思います（ごめんなさい）。でも、第２弾「本を借りてキウイをゲット！」
は500 個用意してあるので、まだチャンスがあるはず！ぜひ、ビタミン＆食物繊維たっぷりのキウイを受け取ってください。
今年も皆さんの元気な読書生活を応援しまーす！

▲おはなし会で読んだ本 ▲ 12 月おはなし会の様子

▼あけましておめでとうございます。昨年もいろんなことがありましたが、一歩ずつ、少しずつ、私たちも世界も明
るい未来に向かいますように。さぁ、新しい一年の始まりです！心機一転、なにか新しいこと「はじめて」のことに
挑戦してみませんか？
▼「趣味は読書」という女優の上白石萌音さんが書店についてこんな事を語っていました。素敵な言葉なので、
ぜひご紹介させてください。「書店は空港みたいなもの。本を読むだけで時間も国境も越えられる。そういう素敵
な旅に出られる場所です。」書店を図書館に置き換えて、さぁ！あなたも九重町図書館から素敵な旅立ちを「はじ
めて」みませんか？
▼デビュー曲「夜に駆ける」が大ヒットしたYOASOBI（ヨアソビ）という「小説を音楽
にするユニット」をご存知でしょうか？昨年の２月に発売された『はじめての／島本理生、
辻村深月、宮部みゆき、森絵都・著』とのコラボプロジェクトが続いています。「はじめて」
の恋、「はじめて」の家出、「はじめて」の容疑者、「はじめて」の告白。4 人の直木賞
作家による「はじめて」をテーマにした小説集です。4 つの物語を原作にした新曲 4 曲（現
在は 2 曲まで）を配信リリースするという企画の本。文字がやや大きく、漢字にはルビが
多めにふられています。それぞれの作家のファンはもちろん、全ての世代に楽しんでいただ
ける、「はじめて」の読書にもおすすめしたい小説集になっています。
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ふるさとの
 文化財探訪

第104回

佐
藤
左
之
策
と
い
う
大
工

文
化
財
調
査
員
　
梅
　
木
　
恵
　
美

　町内のすべての小学 6 年生はカリキュラムの中で
年間を通して部落差別問題をはじめとする人権の学
習を行っています。その枠組みの中で昨年度から、
九重町隣保館でも隣保館学習という形で関わりを持
たせてもらっています。
　先日 12 月 7 日に行われた「いのち・愛・人権フェ
スティバル」の中で、野矢小学校の高学年による人
権劇と南山田小学校 6 年生による部落差別問題学
習の発表が行われました。どちらの発表も、子ども
たち一人一人が学んだことを自ら考え、お互いに話
し合い、気づいたことなどをしっかりと表現できてい
る素晴らしいものでした。
　価値観の多様化がますます進んでいくこの社会で
育っていく子どもたちには、本質的に自分と他の人と
は分かり合えない存在であることを前提としながらも、

子どもたちの人権・部落差別問題学習

人権

No.317

　
文
化
財
調
査
員
は
年
に
２

回
、
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
お
り
、
町
内
の
文
化

財
の
状
態
を
調
査
点
検
確
認

し
て
い
ま
す
。
マ
ッ
プ
を
頼

り
に
里
山
の
奥
深
く
へ
竹
藪

を
か
き
分
け
て
進
ん
だ
と
こ

ろ
に
、
先
人
た
ち
の
足
跡
が

残
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

な
ぜ
、
ど
う
し
て
こ
こ
に
？
と
、
九
重
町
の
歴

史
の
ひ
と
か
け
ら
を
紐
解
き
た
く
な
り
ま
す
。

　
九
重
町
に
あ
る
町
指
定
文
化
財
36
件
の
う
ち

有
形
文
化
財
19
件
、
民
俗
文
化
財
４
件
、
史
跡

や
天
然
記
念
物
13
件
が
存
在
し
ま
す
が
、
有
形

文
化
財
の
う
ち
建
造
物
が
９
件
あ
り
ま
す
。

　
文
化
財
調
査
員
と
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加

し
て
い
る
と
「
佐
藤
左
之
策
」
と
い
う
大
工
棟

梁
の
名
前
を
何
度
も
見
か
け
ま
し
た
。
私
の
祖

父
、
父
、
弟
も
大
工
を
し
て
お
り
、
大
工
に
は

縁
が
あ
り
ま
す
。
佐
藤
左
之
策
と
い
う
大
工
の

残
し
た
建
物
を
深
堀
し
て
み
よ
う
と
興
味
が
湧

き
ま
し
た
。

　
左
之
策
は
、
享
和
３
年
（
１
８
０
３
）
冬

に
、
町
田
村
（
九
重
町
町
田
）
に
生
ま
れ
、
今

存
命
な
ら
満
２
１
９
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
小
作
農
で
貧
し
い
家
の
次
男
で
、
幼
い
こ

ろ
か
ら
利
発
で
賢
い
子
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
10

歳
の
時
作
男
と
し
て
家
を
出
さ
れ
働
き
ま
し

た
。
13
歳
の
頃
、
府
中
（
大
分
市
）
の
宮
大
工

に
弟
子
入
り
し
、
大
分
市
内
の
寺
社
仏
閣
の
造

営
に
関
わ
り
、
大
工
仕
事
の
覚
え
も
早
く
、
い

つ
か
親
方
の
よ
う
な
一
流
の
大
工
に
な
り
故

郷
に
錦
を
飾
る
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
し
た
。
31

歳
の
時
地
元
の
庄
兵
衛
か
ら
、
故
郷
と
国
を

接
す
る
山
間
に
立
つ
英
彦
山
三
所
大
権
現(

現

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町)

の
拝
殿
の
造
営
工
事

を
依
頼
さ
れ
、
あ
く
る
年
の
正
月
故
郷
に
戻

り
、
天
保
６
年(

１
８
３
５)

の
田
植
え
が
済

ん
だ
頃
に
現
場
に
入
り
、
同
年
９
月
に
上
棟

式
を
迎
え
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
33
歳
の
作
品

で
し
た
。
そ
の
後
、
九
重
町
右
田
の
日
吉
神

社
本
殿
・
幣
殿
・
拝
殿(

１
８
５
３)

、
町
田

の
小
倉
神
社
本
殿
（
１
８
５
２
～
４
）、
湯
坪

の
山
神
社
本
殿
（
１
８
５
７
）・
幣
殿
・
拝
殿

（
１
８
５
８
）、
町
田
小
園
の
小
園
皇
大
神
社
本

殿(

１
８
６
０)

、
松
木
の
珠
光
山
宝
円
寺
本

堂(
１
８
６
７)

、
菅
原
の
白
雲
山
浄
明
寺
本

殿
（
１
８
３
６
）
山
門(

１
８
６
４)

と
、
明

治
２
年
に
67
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
町
内
各
所

に
多
く
の
建
物
を
手
掛
け
そ
の
多
く
は
現
存
し

て
い
ま
す
。

　
当
時
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
は
も
ち
ろ
ん
無
く
、

建
物
の
評
判
を
聞
い
た
こ
と
で
次
か
ら
次
へ
と

依
頼
が
舞
い
込
ん
だ
よ
う
で
す
。
昔
か
ら
口
コ

ミ
の
チ
カ
ラ
は
す
ご
い
。
次
回
か
ら
は
実
際
の

建
物
を
説
明
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

小倉神社　本殿

相手の価値観を認め、理解しようと努力する姿勢が
求められます。
　もちろん人と人との関わりには困難な部分もありま
すが、多くの人の価値観に能動的に触れていくこと
は、自分自身の中にもたくさんの可能性を増やしてい
くことにもつながります。そういった視点で人間関係
をとらえたとき、大切になってくるのが「人権を尊重
する」という考え方です。
　人権というと難しく思う方も多いと思います。しかし、
私たち一人一人が普段の暮らしの中で意識していける
こととして考えたときには、他の人と関わる中で、自
分の権利と相手の権利のバランスを考えて行動してい
くことが人権を大切にすることだといえます。
　つまり、自分のことも相手のことも大切にしながら、
折り合いをつけていく知恵が人権の考え方とも言え
るのです。
　その上で、本当に難しいのは①「人権」の考え方
を知って、自分の言葉や行動、考え方の傾向を振り
返り、考え方の「偏り」があることに気づくこと、②
さらに、その「偏り」を自分で認めて、人権の考え
方に照らして整えていくこと、の 2 点にあります。
　学校の現場で先生方は、子どもたちが学んだこと
を表現できる機会をたくさん作ってくれています。学
んだことを自分の中に落とし込んで表現する、その繰
り返しによって子どもたちが成長していく、そんな姿
は今回のフェスティバルを見た多くの方に、たくさん
の感動を与えてくれました。

　九重町隣保館

■参考文献■
玖珠郡史談第 73号　　
九重町の建造物（九重町教育委員会）

広報ここのえ　2023.1 月号 16
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たまひよ赤ちゃんのしあわせ名前事典　2023～2024年版
おかあさん、お空のセカイのはなしをしてあげる！２ 竹内文香
野球のトレーニング理論と実践 守備編 ベースボール・クリニック
季刊のぼろVol．39（2023冬）
読む名品創立150年東京国立博物館の国宝 その他多数
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　１月の担当グループは「チームそ
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は「スター」（２/18 予定）のみな
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ため、２月は１週間ずれるのでご注
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手のボランティアさんとの間にアクリ
ル板を置いて開催しています。
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▼あけましておめでとうございます。昨年もいろんなことがありましたが、一歩ずつ、少しずつ、私たちも世界も明
るい未来に向かいますように。さぁ、新しい一年の始まりです！心機一転、なにか新しいこと「はじめて」のことに
挑戦してみませんか？
▼「趣味は読書」という女優の上白石萌音さんが書店についてこんな事を語っていました。素敵な言葉なので、
ぜひご紹介させてください。「書店は空港みたいなもの。本を読むだけで時間も国境も越えられる。そういう素敵
な旅に出られる場所です。」書店を図書館に置き換えて、さぁ！あなたも九重町図書館から素敵な旅立ちを「はじ
めて」みませんか？
▼デビュー曲「夜に駆ける」が大ヒットしたYOASOBI（ヨアソビ）という「小説を音楽
にするユニット」をご存知でしょうか？昨年の２月に発売された『はじめての／島本理生、
辻村深月、宮部みゆき、森絵都・著』とのコラボプロジェクトが続いています。「はじめて」
の恋、「はじめて」の家出、「はじめて」の容疑者、「はじめて」の告白。4 人の直木賞
作家による「はじめて」をテーマにした小説集です。4 つの物語を原作にした新曲 4 曲（現
在は 2 曲まで）を配信リリースするという企画の本。文字がやや大きく、漢字にはルビが
多めにふられています。それぞれの作家のファンはもちろん、全ての世代に楽しんでいただ
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●　暮らしの情報

お
知
ら
せ

訓
練
コ
ー
ス
説
明
会参

加
者
募
集

　
再
就
職
を
目
指
す
、
求
職
者
の
み
な

さ
ん
。
職
業
訓
練
施
設
を
見
学
し
て
、

あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
な
訓
練
コ
ー
ス
を
見

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
　
き
　
２
月
14
日
㈫
、
21
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
40
分

■
と
こ
ろ
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
ご
遺
族
が
少
し
で
も
こ
こ
ろ
の
安
ら
ぎ
を

取
り
戻
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、
つ
ど
い

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
対
　
象
　
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
ご
遺
族

■
と
　
き
　
３
月
２
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
内
　
容
　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち

合
い
を
し
ま
す

■
参
加
料
　
無
料
（
事
前
申
込
必
要
）

■
申
込
締
切
　
２
月
24
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）へ
加
入
し
ま
せ
ん
か

　
林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林
業

界
で
働
く
方
の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退
職

金
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の

方
々
が
、
従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に

貼
り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た

と
き
に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と

い
う
、
い
わ
ば
林
業
界
全
体
の
退
職
金
制

度
で
す
。

〇
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、
法
人
で

は
損
金
、
個
人
企
業
で
は
必
要
経
費
と
な

り
ま
す
。

〇
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

〇
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　（
☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９
）

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
マ
ホ
で
申
告

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
又
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
以
下
「
ス
マ
ホ
等
」

と
い
い
ま
す
。）
で
も
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
ス
マ
ホ
等
で
は
、
給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

カ
メ
ラ
で
読
み
取
る
機
能
の
ほ
か
、
青

色
決
算
書
、
収
支
内
訳
書
の
作
成
な
ど

新
し
い
機
能
が
追
加
さ
れ
、
更
に
便
利

で
・
簡
単
に
ス
マ
ホ
等
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
で
申
告
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
詳

　
　
　
　
来
所
の
場
合
は
午
後
７
時
ま
で

　【
土
日
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
来
所
の
場
合
は
午
後
４
時
ま
で

　
※
土
日
の
来
所
の
場
合
の
出
入
り
口
は

　
　
県
庁
舎
本
館
東
側
通
用
口

■
相
談
方
法

　【
電
話
相
談
】

・
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
６
５
０（
専
用
）

・
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
５
１

・
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１

　【
来
所
相
談
】
大
分
県
労
働
委
員
会

事
務
局
（
大
分
県
庁
舎
本
館
３
階
）

■
お
問
い
合
わ
せ
　
県
労
働
委
員
会

　（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１
）

歯
科
衛
生
士
リ
カ
バ
リ
ー
・
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　
大
分
県
歯
科
医
師
会
、
大
分
県
歯
科

衛
生
士
会
は
あ
な
た
の
リ
カ
バ
リ
ー
・

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
相
談
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
復
職
・

ス
キ
ル
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
あ
な
た
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
電
話
・
メ
ー
ル
で
申
込
み

を
受
付
し
て
い
ま
す
。

■
と
　
き
　
２
月
12
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
歯
科
医
師
会
館

■
対
　
象
　
歯
科
衛
生
士
資
格
取
得
者

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
大
分
県
歯
科
衛
生
士
会

　（
☎
０
９
７
‐

５
４
５
‐
３
２
０
３
）

　（m
ail:oita-dh@

road.ocn.ne.jp

）

し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　
日
田
税
務
署

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
１
３
６
）

試
験·

講
習
会

県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
５
年
度
訓
練
生
募
集

（
一
般
後
期
）

【
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
】

■
訓
練
内
容
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
知

識
と
応
用
技
術
及
び
ワ
ー
プ
ロ
、
簿
記
、

会
計
等
の
事
務
処
理

■
定
　
員
　
20
人

■
対
象
者
　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
18

歳
～
39
歳
の
方
、
離
職
転
職
者
等
、
新
規

高
等
学
校
卒
業
予
定
者

【
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
】

■
訓
練
内
容
　
庭
園
及
び
公
園
の
築
造
を

中
心
に
緑
地
管
理
、
樹
木
の
せ
ん
定
、
花

き
園
芸
及
び
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等

■
定
　
員
　
20
人

■
対
象
者
　
離
職
転
職
者
等
、
新
規
高
等

学
校
卒
業
予
定
者

【
共
通
項
目
】

■
授
業
料
　
無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
等

の
実
費
が
必
要
）

■
募
集
期
間

　
２
月
15
日
㈬
～
３
月
９
日
㈭
ま
で

▲ＨＰ
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町
か
ら
の
お
知
ら
せ

九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

利
用
再
開
に
つ
い
て

　
改
修
工
事
の
た
め
、
現
在
ホ
ー
ル
の
利

用
を
停
止
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
５
年
２

月
１
日
よ
り
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
予
約
受
付
を
再
開
い
た

し
ま
す
。
利
用
予
約
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、

九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー

　（
☎
７
６
‐
３
８
８
８
）

親
な
き
あ
と
相
談
会
の

開
催
に
つ
い
て

　
親
な
き
あ
と
相
談
会
と
は
、
親
を
亡
く

し
た
障
が
い
の
あ
る
子
の
生
活
支
援
や
財

産
管
理
と
いっ
た
生
活
に
関
す
る
様
々
な
問

題
や
親
の
不
安
に
対
し
て
、
専
門
の
職
員

が
相
談
に
応
じ
る
会
の
こ
と
で
す
。

■
と
　
き
　
２
月
15
日
㈬

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
　
１
階
１
０
１
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課

　（
☎
７
６
‐
３
８
２
１
）

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
掲
載
し
て
い
る
行
事·

相
談
会
な
ど
が
延
期
ま
た
は
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
２
月
16
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
　
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容
　
差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
（
☎
７
６
‐
３
８
０
０
）

年
金
相
談
日

■
と
　
き
　
２
月
22
日
㈬

■
と
こ
ろ
　

　
九
重
町
役
場 

１
階
１
０
１
会
議
室

■
そ
の
他
　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日

田
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
６
１
７
４
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と
　
き
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
庁
　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ
　
交
通
事
故
相
談
所

　（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き
　
２
月
14
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
県
西
部
振
興
局

　（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
振
興
局

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
３

‐
２
２
０
０
）

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
と
　
き
　
２
月
９
日
㈭
　
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ
　
玖
珠
総
合
庁
舎
　
３
階

■
内
　
容
　

　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
相
談
料
　
無
料

■
そ
の
他

　
前
日
午
前
中
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所
　
地
域
保
健
課

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
３
１
３
３
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と
　
き
　
２
月
２
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　

　
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
　
小
会
議
室

■
内
　
容
　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

暮らしの情報　●

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ
　

大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■
と
　
き
　
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内
　
容
　
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸

借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊

厳
死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関

す
る
相
談
　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類
の

認
証
等
に
関
す
る
相
談
　
③
相
続
問
題
に

関
す
る
相
談

■
そ
の
他
　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
公
証
役
場

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

悩
ま
ず
ど
ん
と
こ
い労働

相
談
週
間

　
労
働
委
員
会
は
、
労
使
紛
争
を
解
決

す
る
た
め
の
専
門
的
な
行
政
機
関
で
す
。

　
大
分
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇
、

賃
金
未
払
い
、
労
働
条
件
な
ど
の
労
使

間
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
電
話
、
来
所

で
の
相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
期
間
以
外
で
も
平
日
（
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）
で
随
時
労
働
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■
期
　
間
　
２
月
１
日
㈬
～
２
月
７
日
㈫

■
受
付
時
間

　【
平
日
】
午
前
９
時
～
午
後
８
時
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●　暮らしの情報

お
知
ら
せ

訓
練
コ
ー
ス
説
明
会参

加
者
募
集

　
再
就
職
を
目
指
す
、
求
職
者
の
み
な

さ
ん
。
職
業
訓
練
施
設
を
見
学
し
て
、

あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
な
訓
練
コ
ー
ス
を
見

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
　
き
　
２
月
14
日
㈫
、
21
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
40
分

■
と
こ
ろ
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
ご
遺
族
が
少
し
で
も
こ
こ
ろ
の
安
ら
ぎ
を

取
り
戻
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、
つ
ど
い

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
対
　
象
　
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
ご
遺
族

■
と
　
き
　
３
月
２
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
内
　
容
　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち

合
い
を
し
ま
す

■
参
加
料
　
無
料
（
事
前
申
込
必
要
）

■
申
込
締
切
　
２
月
24
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）へ
加
入
し
ま
せ
ん
か

　
林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林
業

界
で
働
く
方
の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退
職

金
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の

方
々
が
、
従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に

貼
り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た

と
き
に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と

い
う
、
い
わ
ば
林
業
界
全
体
の
退
職
金
制

度
で
す
。

〇
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、
法
人
で

は
損
金
、
個
人
企
業
で
は
必
要
経
費
と
な

り
ま
す
。

〇
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

〇
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　（
☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９
）

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
マ
ホ
で
申
告

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
又
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
以
下
「
ス
マ
ホ
等
」

と
い
い
ま
す
。）
で
も
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
ス
マ
ホ
等
で
は
、
給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

カ
メ
ラ
で
読
み
取
る
機
能
の
ほ
か
、
青

色
決
算
書
、
収
支
内
訳
書
の
作
成
な
ど

新
し
い
機
能
が
追
加
さ
れ
、
更
に
便
利

で
・
簡
単
に
ス
マ
ホ
等
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
で
申
告
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
詳

　
　
　
　
来
所
の
場
合
は
午
後
７
時
ま
で

　【
土
日
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
来
所
の
場
合
は
午
後
４
時
ま
で

　
※
土
日
の
来
所
の
場
合
の
出
入
り
口
は

　
　
県
庁
舎
本
館
東
側
通
用
口

■
相
談
方
法

　【
電
話
相
談
】

・
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
６
５
０（
専
用
）

・
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
５
１

・
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１

　【
来
所
相
談
】
大
分
県
労
働
委
員
会

事
務
局
（
大
分
県
庁
舎
本
館
３
階
）

■
お
問
い
合
わ
せ
　
県
労
働
委
員
会

　（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１
）

歯
科
衛
生
士
リ
カ
バ
リ
ー
・
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　
大
分
県
歯
科
医
師
会
、
大
分
県
歯
科

衛
生
士
会
は
あ
な
た
の
リ
カ
バ
リ
ー
・

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
相
談
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
復
職
・

ス
キ
ル
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
あ
な
た
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
電
話
・
メ
ー
ル
で
申
込
み

を
受
付
し
て
い
ま
す
。

■
と
　
き
　
２
月
12
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
歯
科
医
師
会
館

■
対
　
象
　
歯
科
衛
生
士
資
格
取
得
者

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
大
分
県
歯
科
衛
生
士
会

　（
☎
０
９
７
‐

５
４
５
‐
３
２
０
３
）

　（m
ail:oita-dh@

road.ocn.ne.jp

）

し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　
日
田
税
務
署

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
１
３
６
）

試
験·

講
習
会

県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
５
年
度
訓
練
生
募
集

（
一
般
後
期
）

【
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
】

■
訓
練
内
容
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
知

識
と
応
用
技
術
及
び
ワ
ー
プ
ロ
、
簿
記
、

会
計
等
の
事
務
処
理

■
定
　
員
　
20
人

■
対
象
者
　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
18

歳
～
39
歳
の
方
、
離
職
転
職
者
等
、
新
規

高
等
学
校
卒
業
予
定
者

【
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
】

■
訓
練
内
容
　
庭
園
及
び
公
園
の
築
造
を

中
心
に
緑
地
管
理
、
樹
木
の
せ
ん
定
、
花

き
園
芸
及
び
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等

■
定
　
員
　
20
人

■
対
象
者
　
離
職
転
職
者
等
、
新
規
高
等

学
校
卒
業
予
定
者

【
共
通
項
目
】

■
授
業
料
　
無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
等

の
実
費
が
必
要
）

■
募
集
期
間

　
２
月
15
日
㈬
～
３
月
９
日
㈭
ま
で

▲ＨＰ
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今
月
の
推
薦
句

佳
作
　二
十
四
席

下
五
の
「
実
南
天
」
で
雪
兎
だ
と
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
が
俳
句

の
面
白
さ
、
妙
味
で
も
あ
り
ま
す
。
全
部
言
わ
な
い
こ
と
で
読
む

側
に
委
ね
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

こ
の
句
も
年
毎
に
減
ら
し
て
い
る
大
根
漬
け
の
理
由
は
述
べ

な
い
で
読
み
手
に
委
ね
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
気
に
な
り

ま
す
そ
の
理
由
。

犬
も
食
わ
な
い
と
か
い
う
「
夫
婦
げ
ん
か
」
で
す
が
、
中
七
の

「
足
か
け
二
年
」
が
愉
快
で
す
。
晩
年
は
、
夫
婦
喧
嘩
も
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
。
大
い
に
推
奨
で
す
。 「

読よ
み
ぞ
め初
」
「
読
始
め
」
は
、
新

年
の
季
語
。
新
年
に
な
っ
て
初

め
て
書
物
を
読
む
こ
と
。

　
そ
の
本
が
明
治
の
文
学
者

「
正
岡
子
規
」
だ
と
い
う
報
告

句
で
も
あ
り
ま
す
が
、
下
五
の

「
は
じ
ま
り
ぬ
」
で
何
度
も

読
ん
で
い
る
と
い
う
様
子
も
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
新
年
に
ふ
さ

わ
し
い
格
調
の
一
句
で
す
。

兎
の
目
最
後
に
決
ま
る
実
南
天

初
春
の
墨
の
香
の
せ
る
札
配
り 

泉
　
渓

鏡
餅
や
っ
と
正
面
定
ま
り
ぬ 

純
　
子

寒
昴
二
時
は
琴
座
の
コ
ン
サ
ー
ト 

直
　
人

餅
つ
き
の
父
の
返
し
手
褒
め
る
母 

律
　
子

積
み
残
す
荷
の
多
か
り
き
去
年
今
年 

恵
　
子

窓
た
た
く
風
も
お
入
り
柚
子
の
風
呂 

春
　
蘭

再
会
や
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
冬
う
ら
ら 

左
世
美

今
更
に
何
が
運
蕎
麦
あ
り
の
ま
ま 

チ
ズ
子

命
日
の
読
経
も
凍
み
る
北
座
敷 

則
　
子

人
日
や
神
の
御
前
の
深
呼
吸 

末
　
子

初
東
風
や
そ
れ
は
今
年
の
運
試
し 

豊
　
國

十
二
月
家
族
写
真
に
収
ま
り
ぬ 

次
　
江

杖
を
つ
き
鎌
を
片
手
に
夕
焼
け
る
　
　
　
　
時
松
　
干
城

白
鷺
や
遠
き
一
点
花
に
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
内
田
ト
シ
子

残
照
に
映
え
沈
み
ゆ
く
花
野
か
な
　
　
　
　
志
賀
　
文
子

棘
持
た
ぬ
木
香
薔
薇
の
い
と
寂
し
　
　
　
　
吉
光
　
好
美

待
ち
わ
び
て
白
き
一
輪
沙
羅
の
花
　
　
　
　
竹
尾
き
く
み

悲
鳴
あ
げ
な
お
兜
虫
離
さ
ぬ
子
　
　
　
　
　
林
　
香
　
澄

藤
咲
く
や
晴
れ
る
き
ざ
し
の
山
の
雨
　
　
　
竹
石
　
末
子

小
春
日
や
筵
に
広
ぐ
至
福
色
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
順
子

う
ぬ
ぼ
れ
を
落
と
し
て
冬
の
山
と
な
る
　
　
時
松
由
美
子

万
緑
の
雫
を
浴
び
て
退
院
す
　
　
　
　
　
　
甲
斐
加
代
子

年
毎
に
数
も
減
ら
す
や
大
根
漬
け

夫
婦
げ
ん
か
足
か
け
二
年
去
年
今
年

読
始
め
正
岡
子
規
に
は
じ
ま
り
ぬ
　
　
小
川 

良
子

重

吉

佐
藤 

八
千
子

吉
光
　
好
美

読よ
み
ぞ
め初

（
後
記
）
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
良
子

さ
ん
の
「
読
始
め
」
重
吉
さ
ん
の
「
実
南
天
」
八
千
子
さ
ん
の
「
大
根
漬
け
」

そ
し
て
、
好
美
さ
ん
の
「
去
年
今
年
」
新
年
早
々
楽
し
い
句
が
登
場
で
す
。

本
年
も
皆
さ
ん
と一緒
に
俳
句
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
投
稿
ご
愛
読

を
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
選
者
　
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

（
注
）二
月
号
の
締
め
切
り
は
一
月
二
十
五
日
ま
で
届
く
よ
う
に
ポ
ス
ト
イ
ン
く
だ
さ
い
。ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

時 記歳

読 者 俳 句

嬰み
ど
り
ご児に
知
恵
ま
た
ひ
と
つ
冬
木
の
芽 

ヨ
ウ
子

寒
夕
焼
閉
じ
て
瞼
の
温
も
れ
り 

香
　
澄

習
わ
し
の
初
婿
入
り
は
鰤
と
餅 

勝
　
子

生
涯
の
友
の
忌
日
や
冬
ざ
る
る 

文
　
子

四
十
年
勤
め
し
湯
の
里
雪
催 

干
　
城

来
る
年
の
新
た
な
誓
い
餅
こ
ね
る 

桐
　
友

吉
野
窓
す
け
て
明
る
き
小
春
か
な 

紀
久
子

熱
燗
や
世
に
百
薬
の
長
と
言
ひ 

恒
　
己

初
雪
や
恥
辱
も
恋
も
消
え
失
せ
り 

一
　
主

青
信
号
待
つ
青
空
や
年
用
意 

ム
ツ
子

初
春
や
孫
に
負
け
じ
と
夢
数
ゆ 

ト
シ
子

針
葉
に
積
も
り
し
雪
や
音
も
無
く 

文
　
雄

寿
大
学
文
芸
部

一
年
間
の
学
習
結
果

　
寿
大
学
は
、一年
間
の
学
習
成
果
を
「
十
句
集
」
ま
と
め

発
行
し
て
い
ま
す
。
念
頭
に
あ
た
り
令
和
四
年
の
部
会
員
の

代
表
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
講
師
か
ら
一
言
）

　
現
在
十
名
の
会
員
で
す

が
、
み
ん
な
元
気
で
一
年

間
皆
出
席
。
初
任
者
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
ま
で
メ
ン
バ
ー

は
多
彩
。
俳
句
は
そ
れ
で

い
て
十
分
楽
し
め
る
文
芸

で
す
。
今
年
も
楽
し
い
句

会
が
続
き
ま
す
。
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　　　　　『お風呂場の寒暖差には要注意！』
　問　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

暮らしの情報　●

　あけましておめでとうございます。本年
もよろしくお願いいたします。
　さて、皆さんは、ヒートショックという
言葉をご存じでしょうか？ヒートショック
とは寒暖差により血圧が急激に上下するこ
とで、心臓や血管に負担がかかり、失神し
たり、心筋梗塞や脳卒中を起こしたりする
健康被害です。この症状は、冬場の浴室で
最も発生しており、特に、65 歳以上のご高
齢の方は注意が必要です。
　そこで、浴室での発生を未然に防ぐため、
以下のことに注意しましょう。

　●脱衣所を暖め温度差を小さくする。
　●湯船に浸かる前はかけ湯をする。

こちら
119番

　●熱すぎるお湯に浸からない。
　●長湯をさける。
　●飲酒してお風呂に入らない。
　これらに注意するだけでもヒートショッ
クによる事故を減らすことが出来ます。
　もし、家族の方が入浴中にヒートショッ
クを起こしてしまったら、すぐに浴槽から
出しましょう。出せない場合は、浴槽のお
湯を抜いて顔がつからないようにしてくだ
さい。呼びかけても意識がない場合はすぐ
に救急車を呼んでください。
　冬至を過ぎ、少しずつ日は長くなり始め
ていますが、寒さは今後一段と厳しくなり
ます。お体には十分注意されて下さい。

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
２
０
２
３
年
４
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
授
業
科
目
　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
１
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す

■
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
　
２
月
５
日

㈰
、
２
月
19
日
㈰
、
３
月
５
日
㈰

■
出
願
期
間
　

　【
第
１
回
】
２
月
28
日
㈫
ま
で

　【
第
２
回
】
３
月
14
日
㈫
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　
放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
７
７
‐
６
７
‐
１
１
９
１
）

３
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス
　

　
電
気
シ
ス
テ
ム
科

■
募
集
期
間
　

　
１
月
５
日
㈭
～
１
月
31
日
㈫

■
訓
練
期
間
　

　
令
和
５
年
３
月
２
日
㈭
～
８
月
29
日
㈫

■
そ
の
他
　

　
１
月
17
日
㈫
・
24
日
㈫
　
説
明
会
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

■
入
校
試
験
　
３
月
12
日
㈰

■
訓
練
期
間
　
１
年
間
（
４
月
入
校
）

■
申
込
方
法
　

　
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
を
受
け

た
の
ち
、
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９
）

県
立
盲
学
校
高
等
部
入
学
者
募
集

■
対
象
者
　
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
　
　

（
両
眼
の
矯
正
視
力
が
お
お
む
ね
0.3
未
満

の
方
）
／
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
募
集
学
科
　

　
①
本
科
普
通
科
（
中
学
校
卒
業
の
方
）

　
高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得
し
、
大
学

進
学
・
就
職
等
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
単
一
障
が
い
学
級
：
８
名

　
重
複
障
が
い
学
級
：
３
名

　
②
専
攻
科
（
高
校
卒
業
以
上
の
方
）

　
保
健
理
療
科
（
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指

圧
師
国
家
資
格
を
め
ざ
す
学
科
）：
８
名

　
理
療
科
（
あ
ん
ま
師
・
は
り
師
・
き
ゅ

う
師
国
家
資
格
を
め
ざ
す
学
科
）：
８
名

■
出
願
受
付
期
間

　（
書
類
は
盲
学
校
で
配
布
中
）

　
２
月
13
日
㈪
～
２
月
17
日
㈮

■
面
接
・
適
性
検
査
　
２
月
28
日
㈫

■
学
力
検
査
　
３
月
７
日
㈫

■
お
問
い
合
わ
せ
　
大
分
県
立
盲
学
校

　（
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

　  

FAX
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
６
）
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今
月
の
推
薦
句

佳
作
　二
十
四
席

下
五
の
「
実
南
天
」
で
雪
兎
だ
と
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
が
俳
句

の
面
白
さ
、
妙
味
で
も
あ
り
ま
す
。
全
部
言
わ
な
い
こ
と
で
読
む

側
に
委
ね
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

こ
の
句
も
年
毎
に
減
ら
し
て
い
る
大
根
漬
け
の
理
由
は
述
べ

な
い
で
読
み
手
に
委
ね
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
気
に
な
り

ま
す
そ
の
理
由
。

犬
も
食
わ
な
い
と
か
い
う
「
夫
婦
げ
ん
か
」
で
す
が
、
中
七
の

「
足
か
け
二
年
」
が
愉
快
で
す
。
晩
年
は
、
夫
婦
喧
嘩
も
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
。
大
い
に
推
奨
で
す
。 「

読よ
み
ぞ
め初
」
「
読
始
め
」
は
、
新

年
の
季
語
。
新
年
に
な
っ
て
初

め
て
書
物
を
読
む
こ
と
。

　
そ
の
本
が
明
治
の
文
学
者

「
正
岡
子
規
」
だ
と
い
う
報
告

句
で
も
あ
り
ま
す
が
、
下
五
の

「
は
じ
ま
り
ぬ
」
で
何
度
も

読
ん
で
い
る
と
い
う
様
子
も
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
新
年
に
ふ
さ

わ
し
い
格
調
の
一
句
で
す
。

兎
の
目
最
後
に
決
ま
る
実
南
天

初
春
の
墨
の
香
の
せ
る
札
配
り 

泉
　
渓

鏡
餅
や
っ
と
正
面
定
ま
り
ぬ 

純
　
子

寒
昴
二
時
は
琴
座
の
コ
ン
サ
ー
ト 

直
　
人

餅
つ
き
の
父
の
返
し
手
褒
め
る
母 

律
　
子

積
み
残
す
荷
の
多
か
り
き
去
年
今
年 

恵
　
子

窓
た
た
く
風
も
お
入
り
柚
子
の
風
呂 

春
　
蘭

再
会
や
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
冬
う
ら
ら 

左
世
美

今
更
に
何
が
運
蕎
麦
あ
り
の
ま
ま 

チ
ズ
子

命
日
の
読
経
も
凍
み
る
北
座
敷 

則
　
子

人
日
や
神
の
御
前
の
深
呼
吸 

末
　
子

初
東
風
や
そ
れ
は
今
年
の
運
試
し 

豊
　
國

十
二
月
家
族
写
真
に
収
ま
り
ぬ 

次
　
江

杖
を
つ
き
鎌
を
片
手
に
夕
焼
け
る
　
　
　
　
時
松
　
干
城

白
鷺
や
遠
き
一
点
花
に
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
内
田
ト
シ
子

残
照
に
映
え
沈
み
ゆ
く
花
野
か
な
　
　
　
　
志
賀
　
文
子

棘
持
た
ぬ
木
香
薔
薇
の
い
と
寂
し
　
　
　
　
吉
光
　
好
美

待
ち
わ
び
て
白
き
一
輪
沙
羅
の
花
　
　
　
　
竹
尾
き
く
み

悲
鳴
あ
げ
な
お
兜
虫
離
さ
ぬ
子
　
　
　
　
　
林
　
香
　
澄

藤
咲
く
や
晴
れ
る
き
ざ
し
の
山
の
雨
　
　
　
竹
石
　
末
子

小
春
日
や
筵
に
広
ぐ
至
福
色
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
順
子

う
ぬ
ぼ
れ
を
落
と
し
て
冬
の
山
と
な
る
　
　
時
松
由
美
子

万
緑
の
雫
を
浴
び
て
退
院
す
　
　
　
　
　
　
甲
斐
加
代
子

年
毎
に
数
も
減
ら
す
や
大
根
漬
け

夫
婦
げ
ん
か
足
か
け
二
年
去
年
今
年

読
始
め
正
岡
子
規
に
は
じ
ま
り
ぬ
　
　
小
川 

良
子

重

吉

佐
藤 

八
千
子

吉
光
　
好
美

読よ
み
ぞ
め初

（
後
記
）
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
良
子

さ
ん
の
「
読
始
め
」
重
吉
さ
ん
の
「
実
南
天
」
八
千
子
さ
ん
の
「
大
根
漬
け
」

そ
し
て
、
好
美
さ
ん
の
「
去
年
今
年
」
新
年
早
々
楽
し
い
句
が
登
場
で
す
。

本
年
も
皆
さ
ん
と一緒
に
俳
句
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
投
稿
ご
愛
読

を
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
選
者
　
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

（
注
）二
月
号
の
締
め
切
り
は
一
月
二
十
五
日
ま
で
届
く
よ
う
に
ポ
ス
ト
イ
ン
く
だ
さ
い
。ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

時 記歳

読 者 俳 句

嬰み
ど
り
ご児に
知
恵
ま
た
ひ
と
つ
冬
木
の
芽 

ヨ
ウ
子

寒
夕
焼
閉
じ
て
瞼
の
温
も
れ
り 

香
　
澄

習
わ
し
の
初
婿
入
り
は
鰤
と
餅 

勝
　
子

生
涯
の
友
の
忌
日
や
冬
ざ
る
る 

文
　
子

四
十
年
勤
め
し
湯
の
里
雪
催 

干
　
城

来
る
年
の
新
た
な
誓
い
餅
こ
ね
る 

桐
　
友

吉
野
窓
す
け
て
明
る
き
小
春
か
な 

紀
久
子

熱
燗
や
世
に
百
薬
の
長
と
言
ひ 

恒
　
己

初
雪
や
恥
辱
も
恋
も
消
え
失
せ
り 

一
　
主

青
信
号
待
つ
青
空
や
年
用
意 

ム
ツ
子

初
春
や
孫
に
負
け
じ
と
夢
数
ゆ 

ト
シ
子

針
葉
に
積
も
り
し
雪
や
音
も
無
く 

文
　
雄

寿
大
学
文
芸
部

一
年
間
の
学
習
結
果

　
寿
大
学
は
、一年
間
の
学
習
成
果
を
「
十
句
集
」
ま
と
め

発
行
し
て
い
ま
す
。
念
頭
に
あ
た
り
令
和
四
年
の
部
会
員
の

代
表
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
講
師
か
ら
一
言
）

　
現
在
十
名
の
会
員
で
す

が
、
み
ん
な
元
気
で
一
年

間
皆
出
席
。
初
任
者
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
ま
で
メ
ン
バ
ー

は
多
彩
。
俳
句
は
そ
れ
で

い
て
十
分
楽
し
め
る
文
芸

で
す
。
今
年
も
楽
し
い
句

会
が
続
き
ま
す
。
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 編 集 後 記
　明けましておめでとうございます。
　表紙のうさぎの写真を撮るときに１羽、２羽
と数えましたが、ふと疑問が湧きました。
　なぜ、「羽」と数えるのかと。
　一説によると、江戸時代に「生類憐みの令」
により、４本足の動物を食べることが禁じられ
た際に耳を羽に見立て、２本足で立つうさぎ
を鳥の仲間だから食べていいとこじつけたこ
とが由来とありました。
　本年もよろしくお願いします。
　	 T.E　

LＩＮＥ公式アカウントへの
登録をお願いします!

LINE 公式アカウントでは、
町のイベント
情報や災害時
には避難所情
報・道路情報
等を発信して
います。

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

１
月
号

令
和

５
年

１
月

17日
発

行（
通

巻
800号

）
発

行
・

九
重

町
役

場
企

画
調

整
課

〒
879 -4895　

大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上８番

地
の１

☎
 0973 -76 -2111 

印
刷・株

式
会

社
佐

伯
コ

ミュニ
ケ

ー
ション

ズ
１
月
・
２
月
の
休
日
当
番
医

●
病
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ●
歯
科
医

月 日 医院名 市町 電話番号
1月 22日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 72-1127  1月 22日 高 田 歯 科 医 院 日田市 0973-28-7019

29日 麻生消化器科内科 山 田 72-7100  29日 ア ペ ック ス 歯 科 日田市 0973-22-0075
2月 5日 友成（町田）医院 町 田 78-8811  2月 5日 た し ろ 歯 科 医 院 玖珠町 72-3838

11日 井 上 医 院 恵 良 76-2711  11日 村 山 歯 科 医 院 日田市 0973-22-3303
12日 三池循環器内科クリニック 塚 脇 72-6101  12日 高 木 歯 科 医 院 日田市 0973-22-2317
19日 友成（塚脇）医院 塚 脇 72-0330  19日 せ さ き 歯 科 医 院 日田市 0973-23-6481
23日 小 中 病 院 塚 脇 72-2167  23日 相 良 歯 科 医 院 玖珠町 72-0214
26日 高 田 病 院 春日町 72-2135  26日 ご とう 歯 科 医 院 日田市 0973-22-0002

< 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　受診相談センター（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 0 6 - 2 7 5 5

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

人 の 動 き
12 月 1 日～ 12 月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,729 人 （-30）
男 4,206 人 （-18）
女 4,523 人 （ - 1 2 ）

世帯 3,884 （-17）
（　）は前月からの増減

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

小
お だ

田　 闘
と う ま

真 男 拓
た く み

己 梶 屋
髙
た か い し

石　 大
た い せ い

晴 男 翔
し ょ う た

太 無 田 下

おめでとうございます

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

淺
あ さ お か   

岡　　 弘
ひろし

８８ 後 辻
永
え い ら く

樂　 通
み ち す け

祐 ８６ 陣の内下
江
え と う

藤 三
み よ こ

代 子 ９５ 川 下 北
甲

か い
斐　 清

き よ こ
子 ８６ 重 原

熊
くまがえ

谷 銀
ぎ ん じ ろ う

次 郎 ９０ 串 野 上
後
ご と う

藤　 幹
み き お

夫 ７２ 上 旦
坂
さかもと

本 喜
き は ち ろ う

八 郎 ９０ 書 曲 一
菅
すが

　　 久
ひ さ み つ

光 ６９ 湯 坪 下
進
すすむ

　 ト ク ヱ ８３ 川 下 南
豊
と よ だ

田　 眞
ま す み

澄 ９６ 粟野本村
日

ひ の
野　 民

た み お
男 ８４ 中 央 五

日
ひ の

野　 昌
ま さ こ

子 ９１ 野 矢
平
ひ ら や ま

山　　 廣
　ひろし

９４ 栗 原
藤
ふ じ い

井　 和
か ず こ

子 ９８ 竜 門
松
まつもと

本 スズヱ ９３ 北恵良二
足
あ だ ち

立　 潤
じゅんじ

二 ８３ 富 迫 下

広報ここのえで、１歳・２歳・３歳の誕生日を迎える

お子さんをご紹介するための写真を募集します！

★九重町在住の１歳～３歳までのお子さんが対象です。

★お誕生日の月の広報ここのえに掲載しますので、

　メールで写真をお送りください。

★スマホで撮影した写真もＯＫです！ 詳しくは、

　九重町ホームページをご覧ください。

応募方法

・応募フォーム又はメールアドレス kikaku@town.kokonoe.lg.jp 宛て
に写真を添付してメールしてください。

・写真を送る際に、 メール本文に 「お子さんのお名前、 ふりがな、 保護者名」
を書いて送信してください。

・受付ができましたら広報担当より返信 （開庁日２～３日以内） をしますので、
返信がない場合はお手数をおかけしますが電話等でご確認をお願いします。

問　企画調整課（☎７６－３８０７）

※お送りいただいた写真や情報は本目的以外には使用しません。

応募締切 ・２月がお誕生日のお子さん：１月２７日（金）まで

・３月がお誕生日のお子さん：２月２７日（月）まで

▲応募フォーム ▲九重町ＨＰ

町の面積／ 271.37㎢　　町の木／くぬぎ　　花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ
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